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序 文

本市は1 300 年の歴史を現代に活かしながら 、 東北における歴史拠

点としての整備に努めるとともに 、 魅力に富んだ歴史的・文化的出

会いとふれあいを創造する都市づくりを目ざしております 。 このた

め多賀城跡及びその周辺を古代東北の歴史を体験し 、 学習・憩うこ

とのできる遺跡博物館的空間の整備に努めてまいりました 。 近年で

は陸奥国府多賀城直営の製鉄所跡柏木遺跡が多賀城跡附寺跡として

追加指定となり 、 現在復元整備の準備を進めているところでありま

す。

さて 、 平成2年にJ R陸前山王駅の西側隣接地から四面廂付の大

規模な 建物が発見されましたが 、 これは「右大臣殿 餞馬収文」の

木簡の出土と相侯って「国守の館」と推定されました 。 この発見は

全国でも初めてのものとして注目を集め 、 かつ学術的にも非常に価

値のあるものと評価されました 。 そこで本市では当遺跡の重要性を

鑑み 、 文化庁 、 宮城県教育委員会の助言を得て 、 開発予定地を保存

することとしました 。 保存にあたっては 、 特別史跡多賀城跡附寺跡

に追加指定を前提としているため 、 平成2年より3ケ年にわたり

「国守の館」の範囲確認調査を実施してまいりました 。 今年度の調

査では 、 「国守の館」の北辺と東辺を区画する道路跡を発見し 、 ほ

ぼ一町四方の敷地を有していたことが判明しました 。

最後になりましたが 、 本調査に御協力を賜わりました（株）かた

くら建築工房、 東北電力株式会社 、 そして 、 調査および保存協議に

際して種々有益なご指導をいただきました文化庁 、 宮城県教育庁文

化財保護課、 宮城県多賀城跡調査研究所の関係各位に対して厚く御

礼申し上げます 。

平成5年3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所 長 斎藤一 司



言

1 . 本害は 平成4年度に国庫補助事業として実施した 「山王遺跡ほか発掘調査」の成果をまと

めたものである 。

例

の42. 本書には山王千刈田遺跡（第18次） 、 山王遺跡（第19· 20次） 、 高崎遺跡（第9次）

「山王千刈田遺跡関連調査 」 として実施した 。このうち前 3件については 、件を収録し 、

3. 本魯中における各遺構の略号は次のとおりである 。

その他sx: 道路跡 、SK: 土城 、so: 溝跡 、S I : 竪穴住居跡 、SB: 掘立柱建物跡 、

4 . 本書挿図中の水糸レベルは 、 標高値を示している 。

「平面直角座標系X」を使用し 、 方位の標示は座標北を用いた 。5. 調査区の実測基準線は 、

6. 本報告書中の土色は 、 （小山 ・ 竹原197 6)を使用した 。「新版標準土色帖」

7. 本書の執筆分担は 、 第I·II·V·VI章の1, 2を相沢消利 、第Ill . V1章の1を石川俊英、 第N

卓が担当した 。 また 、第VI章の 3については多賀城市文 化財

調査報告魯第 26集より再録した 。

8. 発掘調査およぴ報告書作成に 際して 、 宮城県教育庁文化財保護課 、 東北歴史資料館 、 宮城

県多賀城跡調査研究所の諸氏に御教示•御協力いただいた 。

敬、 第vn章を滝口章を石本

豊、 大山真由美、 福原弥子、 柏倉霜代 、 須藤美智子、

熊谷純子、 黒田啓子、 陶山喜美栄の協力を得た 。

1 0. 調査 ・整理に関する諸記録および出土遺物は多賀城市埋蔵文 化財調査センタ ーで一括保存

しているので活用されたい 。

9. 本書の作成にあたっては 、 菊池

制体査調
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調 杏 要 項

〈山王千刈田遺跡（第18次） 謁査〉

1 . 遺跡所在地： 宮城県多賀城市山王字千刈田5番 8外1箪

2. 調査期間： 平成4年4月13日- 6月10日

3. 調査面積： 20 0 m' 

4. 担当職員： 石川 俊英 相沢 消利

5. 調査協力者： 株式会社 かたくら建築工房 宮城県土地開発公社

〈山王遺跡第19次讃査〉

1 . 追跡所在地： 宮城県多賀城市 山王字 山王一区11-2

2. 調査期間： 平成 4年4月20日- 6月3日

3. 調査面積： 90m' 

4 .  担当職員： 石本 敬 調査補助員： 菊池 豊

5. 調査協力者： 東北電力株式会社

〈山王遺跡第20次讃査〉

1 . 遺跡所在地： 宮城県多賀城市山王字山王三区34-1外 6箪

2. 調査期間： 平成4年 6月10日-7月7 日

3. 調査面積： 130m' 

4 .  担当職員： 石川 俊英 相沢 消利

5. 調査協力者： 赤間 斎 阿部 甲二

〈高崎遺跡第 9 次潤査〉

1 . 遺跡所在地： 宮城県多賀城市留ケ谷一丁目108番1

2 .  調査期間： 平成4年9月22日-10月22日

3 . 調査 面租： 72m' 

4. 担当職員： 滝口 卓

5. 調査協力者： 佐藤 重 佐藤 博

※ 調査参加者： 赤間かつ子、 阿部敏子、 阿部美智子 、 阿部美津子 、 大 山貞子 、 加藤文一 、

熊谷サッキ 、 後藤恵子 、 佐々木忠志 、 角田静子 、 渡辺幹子 、 小野玉乃 、

加藤昭一 、 菊地みち子、 佐々木四郎、 平山節子 、 松本喜一 、 渡辺ゆき子 、

菅野文夫、 鈴木寿二 、 百々みち子 、 松戸大志
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I 山王遺跡の地理的・歴史的環境

山王遠跡は仙台平野の北東端に位置し、 東西に長い自然堤防上に立地する。 遺跡の範囲は山

王• 南宮の両地区を中心とする東西約2km 、 南北約1 kmの広範囲にわたっている。 この周辺の

地質については、 泥炭• 有機質粘土～シルトと砂層の互層から形成される沖租層である。 海抜

は約4-5mを計る。

本遥跡の周辺には北東約0.5kmの丘陵上に特別史跡多賀城跡をはじめ 、 多賀城廃寺跡 、 国司

クラスの上級官人の館と考えられている館前遺跡、 市川橋遺跡大臣宮地区など、 多質城と密接

な関連をもつ遺跡が存在する。 このように本遺跡は、 古代の国府周辺地域の様相を解明する上

で重要な位四を占めている。

I 山王千刈田遺跡関連調査の目的

平成2年に当センターが実施した山王遺跡第9次調査において、 平安時代前半頃の「国守の

館Jと考えられる遺構が発見された。 この遺構は全国でも初めてのものとして注目を集め、 か

つ学術的にも非常に価値の高いものと判断された。 そこで当市では当地区の重要性を鑑み、 文

化庁 、 宮城県教育委員会の助言を得て、 特別史跡多賀城跡附寺跡として追加指定し、 遺跡を保

存することになった。 このため、 平成2-4年度の3ケ年にわたって「国守の館」の敷地範囲

を明らかにするための確認調査を実施してきた。

国府多賀城の周辺地域では、 近年の発掘調査において、 ほぼ1町(109m)単位で道路が検出

され、 ある程度の規則性をもった地割りが行われていたことが想定されている。 このような調

査結果より 、 「国守の館jの敷地についても道路による1町四方の区画がなされているものと

推察された。 今年度の範囲確認調査は、 「国守の館」の中心建物とみられるSB474四面廂付

建物跡の規模の確定（第18次調査）、 および、 北辺と東辺を区画する道路跡の検出（第19·20

次調査）を目的として実施した。
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皿 山王千刈田遺跡（第18次）

1 調査方法と経過

今回の調査については 「国守の館」の中心施設と見られる S 8474建物跡の全容把握を目的

として実施した 。 調査は平成4 年4月1 4日から重機による表土剥離より開始した 。 調査区内の

基本層位は 、 前回の調査によってある程度判明しており 、 北側は地山直上、 南側については第

m層上面までの盛土や堆積土を除去する 。 調査については 、 基本的に確認のみにとどめた 。 4

月17 日から遠構検出作業に入る 。 20日には遺構を傷付けない程度に調査区に沿って土 層観察を

兼ねた排水路を掘る 。 さらに調査区南側に堆積していた第ill層を除去し 、 第W層上面から柱穴

等を検出する 。 検出された柱穴の中には 、 S 8474 建物跡の調査成果から判断して 、 これと 一

連の柱穴と理解できるものがあり 、 位臨関係及び埋土の特徴から 、 これらが建物跡の 東妻を構

成することが明らかとなった 。 さらに調査区南 東部の第N層上面で検出した廂は 、 これまで検

出した中でも良好な状態を保っていた 。 この部分を検討する ことによって 、 身舎同様4時期の

変遷が把握できた 。 これによって SB474 は桁行9間 、 梁行4間の 規模を有する ことが確認さ

れ 一貫して四面廂付建物跡である ことも判明した(28日） 。 この他に地山上で検出した遺構に

は S 8 651 がある 。 本建物はS 847 4の北側に隣接した場所にあり 、 柱筋や 主軸方向が S 8474 

と ほぼ同じである 。 さらに前回の調査で検出したS D535·536の延長部も見つかっている 。 5

月 6 日より調査区内に実測図作成のため 、 国家座標を使用した簡易遣り方を設定し 、 平面図作

成に入る 。 検出した遺構の中には 年代や性格等が不明な土i広があり 、 これらについては必要最

小限度の掘り下げを行った 。 S B474については 、 平面形において 4時期の変遷を確認してお

り 、 検証のため一部柱穴の断ち割りを行った 。 他遠構についても写真撮影、 平面形作成等を行

い 、 20日には全景写真を撮る 。 27 日宮城県教育庁文化財保護課 、 東北歴史資料館 、 多質城跡調

査研究所の職員等で今回の調査成果について検討を行う 。 翌28·29日の両：日若干の補足調査を

行い調査を終了する 。 6月 3 日より遺構面の保護を目的として砂を搬入する 。 10日埋め戻し作

業の終了をもって全ての調査を完了した 。

2 闊 査 成 果

1 . 検出遺構と遺物

(1)掘立柱建物跡

S 8474 : 今回の調査区西側より 東妻を検出した 。 この結果 、 本建物跡は桁行9間 、 梁行4

3
 



間の東西棟四面廂付建物跡であることが確定した 。 重複関係からS 8475、 491より古く 、 SB

650、 S K512より新しい 。 建物跡は同位置内で 3度建て替えがあり、 身舎部分には床束や間仕

切りと思われるものが認められる 。 柱穴は身舎及び廂部分共に同様な形状を呈するものである

が、 廂部分が全体的に規模が小さくなっている 。 以下古い順に説明を加える 。

SB474 (A)遺存状況は身舎北側及び東妻が比較的良好である 。 柱穴の規模は 、 身舎東妻

北より 1 間目を参考にすれば0.75 Xl .0 mである 。 同様に廂部分についても 検出面が明らかで

遺存状況が一番良好な 南東隅を見ると 0 .75 X0.95mを計る 。 平面形は いずれも方形を呈してい

る 。 埋土は身舎柱穴には地山プロックを含んだ黒褐色シルトである 。 廂柱穴は灰黄色土が主体

となっており、 地山土と 褐色シルトが互層になっている部分も 認められる。

S B474 (B)柱穴の平面形 、 規模はA期と同一箇所を参考にする 。 身舎柱穴は 0.8 X0.8m 

の方形を呈している 。 廂部分についてもA期と同一箇所を見ると 、 規模は不明であるが、 平面

形は方形を甚調とするものと思われる 。 埋土は身舎柱穴にはA期同様黒褐色シルトであるが焼

土プロック 、 炭火物 、 灰などを含んでいる 。 廂部分には上層が褐灰色シルト 、 下層は灰黄 褐色

シルトで、 これらの層中には地 山プロック 、 炭化物を含んでいる 。

SB474 (C)身舎及び廂部分の柱穴の形状や規模について見ると 、 A ·B期が方形を基調

とするのに対し 、 本期の 多くは不整形を呈するようになり、 規模も若干小さくなる傾向が見ら

れる 。 また 、 本期の身舎及び廂部分の柱穴の 一部には 、 柱抜取穴と考えられるものも今回検出

している 。 柱間は柱痕跡が検出されないものが 多く不明となっている 。 柱は 一部確認された柱

痕跡より径約20cm前後の円形を呈している 。 埋土は身舎部分についてはA ·B期同様黒褐色シ

ルトである 。 廂部分もB期と同様な状況である 。 これらの屑中には灰白色火山灰粒子、 焼土プ

ロックを 多く含んでいるのが特徴である 。 このことからB期は 、 火災のため焼失したものと思

われる 。 な お 、 B ·C期に相当する身舎柱穴の 一部には礎板が検出されている 。

S B474 (D)身舎及び廂部分の柱穴は 、 C期と同様形状は不整形となる 。 さら に規模も縮

小する 。 建物跡の方向は 、 柱痕跡を確認した北側柱列で見ると東で 8度6分南に偏している 。 身

舎桁行柱間は北側柱列西より1.54m · 2.35m · 1.65m · 2.34m · 2.13m ·2.09m · 2.49mで総

長14.59mである 。 南側柱列では西より1.54m · 1.77m ·2.37m ·2.30rn • 2間分で4.3 2m •

2.29mで総長14.59mを計る 。 梁行柱間は東妻北より2.87m ·2.90mで総長5.77m 、 西妻も北

より2.88m · 2.63mで総長5.Slmを計る 。 次に廂桁行柱間について見ると北側柱列西より1.96

m · 3間分で6.09m · 2間分で3.92m · 1.94m ·1.99m ·2.47mで総長18.37m 、 南側柱列西よ

り2.12m · l.52m · 3間分で6.36m · 1.99m ·2.09m · 1 .  97m · 2.34mで総長18.39mを計る 。

梁行柱間は東妻北より2.47m · 2.69m · 2.86m · 2.46mで総長10.48m 、 西妻も北より2.63m

· 2.54m · 2.41m ·2.53mで総長10.llmを計る 。 柱は確認された柱痕跡より身舎部分では 径
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15-25cm、 廂部分は径 15-18cmであ る 。 埋土は身舎部 分に ついて は A - C期 と 類似してい る 。

廂部 分は地 山土を含ん だに ぶい黄 橙色シ ル トであ る。 今回出土した遺物を各期 頃に 整 理す る とB

期では土師器杯 ・ 甕 . I順恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 ・ 長頸瓶、 赤焼き 土器杯が出土し てい る 。 C期

では前述の 他に灰 釉陶器椀、 緑釉陶器椀、 平瓦が出土してい る 。 D 期でも 同様の遺物 が出土し

てい る 。

S 8475 : 調査区南側の第N層上 面で検出した 。 本 建物跡は前回の調査では 、 規模 が判明し

な かった が今回の調査に よっ て桁行 5 間 、 梁行 1 間の東西棟掘立柱 建物跡 と確定した 。 S B  

474、 S K499 · 501 · 502と 重複しており、 これ ら より新し い 。 建物跡の方 向 は 、 柱痕跡を検出

してい る北側柱列を 見 る と東で 7 度 6 分南 に偏 して い る 。 桁行柱 間は北側柱列西 より2.37m · 2

間分で4.48m · 2 間分で4.31mで総長11 .17mであ る 。 梁行柱 間は西妻では北 より3 .71mを計

る 。 柱 穴は方形 もしくは円形を呈す る もので一様ではな い 。 埋土は灰白色火山灰を含む褐灰 色

シルトであ る 。 柱 は確認 された柱痕跡 より径約20-30cmの円形を呈す る 。 今回出土した遺物 は

土師器杯 • 高台付杯 · 甕 、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き 土器杯があ る 。

S 8650 : 調査区南西隅の N 層上 面で検出し た桁行 2 間 、 梁行 2 間の東西棟掘立柱 建物跡で

あ る 。 S B474と 重複し 、 こ れ より古い 。 建物跡の方 向は北側柱列を見る と東で11度 9 分南に 偏

し てい る 。 桁行柱 間 は、 北側柱列西 より2 .48m · 2.53mで総長5.0lmであ る 。 梁行柱 間は西妻

で北 より1.87m · 1 .88mで総長3.75mを計 る 。 柱穴は方形 もしくは円形を呈す るもので一様で

はな い 。 柱 は確認さ れた柱痕跡 より径 13-22cmの円形を呈してい る 。 埋土は炭化物 、 地 山粒子

を含む黒褐 色シルトであ る 。 遺物 は土師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 甕 、 赤焼き土器杯が

出土し てい る 。

S 8651 : 調査区北西隅の地山上 から 検出し た 。 東西 5 間分、 南北 1 間以上の規模を も つ掘

立柱 建物跡であ る 。 本 建物跡 は延 び が調査区北 側に 及んでい るため全容につい て は不明であ る 。

S D 536 · 653と 重複し 、 これら より新し い 。 建物跡の方 向 は 、 南側柱列で柱痕跡を検出してい

る柱列 南東隅 と 4 間目を結ん だ線で見 る と東で 8 度 7 分南に 偏 して い る 。 柱 間について見 る と柱

痕跡を確認していな い柱 穴をその 中心に 想定す る と 南側柱列東 より2.49m · 2.0lm ·2.07m ·

2 間分 で約3.83m で総長約10.4rn ま で検出し た 。 束側 柱列 は南 より1.84m ま で検出した 。 柱穴

は円形 もし く は方形を呈 す る もので一様ではな い 。 埋土は上層に 浅黄色シルト 、 下層 には褐灰

色シルトで、 これらの層 中に は地 山プロ ッ クを含んでい る 。 柱 は確認さ れた柱痕跡 より径約20

cm前後の 円形を呈す る 。 追物 は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土してい る 。

S 8652 : 調査区東 壁際の地山 上から 検出し た 。 建物跡の 延びが調査区外に及んでい るため

西側柱列 2 間分 まで検出したにす ぎな い 。 建物跡の方 向 は 、 柱痕跡を確認していないもの も あ

るため不 明であ る 。 柱 穴は方形を呈し 長辺51cm、 短辺47cmを計 る 。 埋土は地山粒子を含む褐灰

，
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II 項 思 召 “ S D653渭t. 0 ク ロ ナデ、 りt郎 ' Joi●ふ糸切 n 0 ク o �,-テ �-8 R-19 

12 項 恵 召 顛 S 06函土 口 ク ロ ナ デ 口 ク ロナデ I 8.0) R- 8 

13 赤煉き土-?·i H• S K6S.5�. :I: ロ ク 0 ナ デ書 託忽 . In! 転糸t/Jり O グ o -,.デ 113.6) 5.7 4.6 R - 5 

＂ れ 患 店 堕 S 05お渭：t 0 ク ロ ナデ、 平行叩さ D クロ+¥. ffl*.,. エ 132.31 s o滋· S B474と！亀合 R ー 6

第 3 図 出 土 遺 物 (1 )
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色 シ ル ト で ある 。 柱は確認 され た柱 痕跡より 径15cmの 円形を 呈する 。 遺 物は土 師器杯 · 甕、 須

恵 器杯 ・ 甕、 赤焼き土 器杯が出土し ている 。

(2 ) 溝 跡

S D535: 調査区中 央部の地山上から検出し た東西 方向の 溝跡で ある 。 前回の調査分を 含め

ると長 さ 約27 .2rnまで検出し た。 S 8 474、 S K 658と重複し 、 これらよ り 新しい 。 規模は 幅50

-7 0 cm、 深 さ 約20 cmを 計る 。 埋土は褐灰色 シ ル トの 単一層で ある 。 今回出土し た遺 物は土 師器

杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕 •長頸瓶、 赤焼き土 器杯、 平 瓦、 砥石 がある 。

S D536 : S D535の北 側の地山上から検出し た東西 方向の溝跡で ある 。 前回の調査分を 含

めると長 さ 約20 cmまで検出し た 。 重複関係からS 8 656よ り 古く 、 S K 656より 新しい 。 規模は

幅1 0 -40cm、 深 さ 4 cmで ある 。 埋土は褐灰色 シ ル トの 単一層で ある 。 今回出土し た遺 物は土 師

器杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕がある 。

S D653 : 調査区北 側の地山上で検出し た東西 方向の 溝跡で ある 。 S 8 651 、 S K 659と重複

し 、 これらより 古い 。 規模は 長 さ 約5.8 mまで 検出し た 。 幅は 0 .9-l.35m 、 深 さ 約30cmを 計る 。

埋土はに ぶい 黄橙色で 、 地 山 土に 褐色土 が染状に 入る 。 遺 物は 土師器杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕 •

長頸瓶 ・ 憩 、 灰釉陶器把手付瓶 、 円盤状土製品が出土し ている 。

(3 ) 士 拡

S K655 : 調査 区西 側の地山 上で検出し た土 砿で ある 。 平面 形は南北に長い 楕円形を 呈する 。

規模は長径82cm、 短径75cmを 計る 。 埋土は 灰白色火山 灰 、 炭化物を 含む黒褐色 シ ル トで ある 。

遺 物は土 師器杯・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕、 平 瓦、 硯 （転用 硯） が出土している 。

S K656 : 調査 区東 側の地山上で検出し た土 砿で ある 。 S D536と重複し 、 これより 古い 。

平面 形は北東方向 に長い 不整 形を 呈する 。 規模は 意辺1 .41m 、 深 さは1 0 cmで ある 。 埋土は地山

プロ ッ クを 含む褐灰色 シ ル トで ある 。 遠 物は土 師器杯・甕、 須恵 器杯 ・ 甕、 平 瓦が出 土し てい

る 。

S K657 : 調査区北 側の地山上で検出し た土 i広で ある 。 平面 形は 南北に長い 楕円形状を 呈

る 。 規模は長辺約 l m 、 短辺8 6cmを 計る 。 埋土は 炭化物、 地山 プロ ッ クを多屈に 含む黒色 シ ル

トで ある 。 遺 物は土 師器杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕が出土し ている 。

S K658 : 調査区東 側の地山上で検出し た土 f広 で ある 。 S D536と重複し 、 これよ り 古い 。

平面 形は 不整 形を 呈し ている 。 埋土は 炭化物を 含む黒色 シ ル トで ある 。 遺 物は土 師器杯 ・ 甕、

須恵 器杯 ・ 甕が出土し ている 。

S K659: 調査区東 壁際の地 山上で検出し た土 i広で ある 。 S D653と重複し 、 これより 新し

11 



ぃ 。 平 面形は方形状を 呈し 、 規模 は長辺1 .02m 、 短辺99cm まで検出した 。 埋土 は砂や 炭化物を

含む暗褐色 粘土である 。 遺物 は土 師器杯・ 甕、 須恵 器杯・ 甕、 平 瓦が出土している 。

S K 660 : 調査 区南側の N層上 面で検出した 土砿である 。 平 面形は一部調査 区外に及んでい

るが方形状を 呈するもの と見ら れ る 。 規模 は長辺l. l m 以上 、 短辺91 cm以上を 計る 。 埋 土 は地

山 プロ ッ クを 含む黒褐色 シ ル トであ る 。 遺物 は土 師器杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・甕 •長頸瓶、 赤焼き

土 器杯が 出土 し ている 。

·,"----_bd/ 

．． ー エ＝マ．：．
4 

2
 

□―
 ＼ー�:

5
 

仁：仁＝＝ミ
8 ，

 
゜ 10 cm 

（単位cm)

:r. )} H 別 1.11項 遺構 . ,II (;( 外 面 � ＂ 内 面 凪 役 ll1 11 1 1 f( 託 ft 日 硲 饂 I! �fjかいi
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番 号 種 別 遠 構 · 層 位 備 考 登録番号

1 円槃状土製品 第 D 層 須恵器 甕 R-67 

2 円盤状土製品 第 皿 層 須恵器 甕 タ タ キ R-68 

3 円盤状土製品 S D653 埋土 土師器 R-65 

4 円盤状土製品 P35 埋土 土師器 R-66 

5 砥 石 第 川 層 R-71 

6 砥 石 第 I 陪 R - 72 

7 砥 石 S 0535 埋土 R-69 

第 5 図 出 遺 物 (3)土
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小 士

口糸

今回の調査の 目的 は 「国守の 館」 の 中心施設であるS B 474の規模の確認であっ た 。 調査成

果につい て簡略に ま とめる と 以下の ことが判明し た。

1 調査の 結果掘立柱 建物跡 5棟、 溝跡 3 粂、 土 砿 6 基、 小柱穴 多 数を検出 し た 。 この 内SB

474と 475は今回の調査に よって規模が判明し た ものである 。 ま た溝跡 2 粂 につい て は 、 前回

調査し た遺 構の 延長部を検出し ている 。

2 検出し た これらの遺 構の 重複関係を 整 理する と 以下のよ う になる 。

／ 
S 8 475 

S B650 ー →S 8 474 S D535 

S K 658 丁

重複関係が認められな い もの

S D 536 一S 8651 

S K656一S D 653 一S K 659 

S 8 652 

S K655 

S K657 

S K660 

3 S 8474の規模 は桁行 9間 、 梁行 4間の 四面廂付建物跡である ことが確認され た。

4 建物跡の 身 舎柱穴及び廂柱穴 はと もに 4 時期の 変遷が認められ た 。 この こと に よっ て一貫

し て 同 じ規模を持つ こ と を確認し た。

5 S B474の 年代は 、 出土遺物の 特徴や灰 白色火山灰 （註） 等よ り 、 10世紀前 半 を 中 心とする

時期である ことを 再確認し た 。

6 この 他、 S 8474と 重複、 近接するS 8650 · 651につい て は 、柱穴の 切 り 合いや 埋土の 状況 、

位箇関係 から 、 S B650は一時期古い 建物跡であ り 、 S 8 651は新し い 建物跡である ことが判

明し た。

〈註〉 白鳥良一 r多賀城跡出土土器の変遷』 宮城県多賀城跡調査研究所 「研究紀要渭」 (1980) 
宮城県多賀城跡鯛査研究所 r多賀城跡ー政庁跡本文編ー』 (1982) 
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S 8474 東妻検出状況 （南よ り ）

S 8474 東妻検出状況 （西よ り ）

写真図版2
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S 8650 検出状況

（南 よ り ）
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S 8651 検出状況

（西よ り ）

S 0 653 土層堆積状況

（西よ り ）
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W 山王遺跡第19次調付

1 調査方法 と 経過

今回 の調査 は 、 山王 千刈田遺跡 におい て発 見さ れた「国守 の館」 の敷地 の北 辺を 画す る 東西

道路跡 の確認を目的とし て実施 した 。 山 王千刈田遺跡 の調査区周 辺は 、 現在 住宅等が 密集し て

建てら れ ており 、 「国守 の館」 の直接の区 画施設を発 見す るた め の調査を行う こと は 、 現時点

で は不 可能と い わ ざ るを得な い 。 し か し 、 近年の発 掘調査 の成果 により 、 平 安時代 の国府多賀

城 の周辺地 域に は 、 ほぼ 1町（ 約109m ) を基 本 単位とした 、 道路を区画施設とす る方 格地割り

が行 わ れ て いた こ とが明ら か にな っ てき て い る 。 そ し て 、 山王 千刈田遺跡 にお い て発 見さ れた

建物 群も 、 こ の地割り の規制 に の っと った 配四をと っ て い る こと から 、 こ の調査区に 一番近い

位置につ くら れた 各道路跡が 、 つ まり は 「国守 の館 J の敷地 の四 方を 画す る 施設と同様 のも の

であ ろう ことが導き 出せた 。 そ こで 、 北 辺を 画す る道路跡 の発 見を目的とした 今回 の調査で は

山王 千刈田遺跡 の北 東側で すで に発 見さ れて い る 東西道路跡を1 町北側を 走 る道路跡であ ると

考 え 、 そ こ から 約109m南 に離 れた 位置を道路推 定 ラ イ ンと し て調査区を設 定した 。 なお、 本

調査区 は、 山王 千刈田遺跡 から は東へ約20 0 m 離 れて い る 。

本調査区 は 、 東北電力株式会社の所有地であり 、 現在松や 柳等が 植林さ れ て い る 。 調査 にあ

たっ ては 、 東北電力株式会社の協力 により 、 当 該地 のうち 2 0 0 m'を埋蔵文 化財発 掘調査用地と

し て無償貸付を 受け 、 平成4年3 月 に こ れ につ い て の 契約を 締結した 。 調査 は 、 当 該地 に東西

3 m 、 南北3 0 mの細長 い調査区を設 定し て 、 平成4年4月20日 から 開 始 した 。 は じ め に 、 重機

を導入 し て調査区内 の表土剥離を行う 。 そ の結果 、 当 該地 に は旧水田 の上に約50 cmの厚さで盛

土（ 第 I 層）がなさ れ て い る こ とが 観察できた 。 そ し て 、 旧水田 耕作 土（ 第 Il 層） の厚さ は約

20 cmで 、 そ の下層が遺構確認面であ る 第 Ill 層とな っ て い る 。 表土 除去後 は確認面で の遺構 精査

を行 い 、 4月 2 2日 に は早くも調査区中 央付近で 両側 に側 溝を 伴う 東西道路跡を確認す る ことが

できた 。 4月 23日 から は 、 こ の道路跡 の側 溝を土層の堆積状況を 観察しながら掘り 込み調査 し 、

最終的 には4時期の変遷があ る ことを確認 した 。 こ れと 並行し て 、 他の遠構 の検 出作業を行 い

掘立柱 建物跡 、 竪穴1主居跡 、 溝 跡 等 を検出 し た 。 5月 6 日 から は各遠構 の一部 掘り 下げ ととも

に図面作成を 本 格的 に行 い 、 特に道路跡 につ い て は 時期ごとに 、 掘り 込みの後 、 写真撮影、 平

面 図作成と いう 手順を 繰り 返 した 。 そ の調査の途中で 2 番目 に 新 し い時期の側 溝埋土 中 に10 世

紀前 半に降下 したとさ れ る 灰 白色 火山 灰が 含 ま れ る ことを確認した 。 また 他の遠構 の年代につ

い て は 、 主に出土遠物 からみて 、 竪穴住居跡が古墳時代中期に属す る 以外は 、 おおよそ古代の

も のであ ると判断した 。 調査 は、 道路跡 の調査終了後 の 5月25日 に調査区全 体 の写真撮影を行

い 、 そ の後 各遺構 の細かな 検討を 経て 、 6月3 日 に は埋め戻 し まで の全 て の調査を 終 了 した 。
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2 調 査 成 果
1 .  検出遺構と遺物

今回の調査で検出 し た遺構は 、 道路跡 1 粂 、 掘立柱建物跡 3 棟、 竪穴 住居跡 1 軒、 溝跡 6 粂 、

その 他柱穴を含む ピ ッ ト 多 数であ る 。 こ れらの遺構は 、 重複関係にあ るもの 以外は基本的 に確

認 だ けにとどめた 。

( 1 ) 道 路 跡

S X670道路跡 ： 調査区中央付近で検出 し た東 西道路跡 であ る 。 両側 に側 溝を伴い 、 北側側

溝がS D671、 南側側 溝がS D672であ る 。 ほ ぼ同一位置で4 時期の 変遷が認めら れ 、 古い順 に

ふ 期 →A2 期 → 恥 期 → 恥 期 とし た 。 路 面 幅 は 、 一番 新し い 恥期 で 2.95-3.05m 、 両側

溝の 心心間 距離は約5.4mを計 る 。 方 向 は、 東 で約 4 度南 に偏し て い るが、 検出範囲が非常 に

狭い こともあり、 この 数値は正確と はいいがたい 。 ま た 、 側 溝両壁の ほぼ上端沿い に径 8 -15 

cmの 小さ な杭跡が数多く 検出さ れた 。 こ れらの 配置を検討し たと こ ろ 、 少なくとも 3 時期の 変

遷をも つ杭列が存 在し た ことが確認 で き た 。 さら に 、 明確な列 と し て は組み合わ ないものも 多

く あ る こと から 、 こ れ より多くの杭列が存 在し たと 思わ れ る 。 性格と し て は 、 側 溝と の 位置 関

係や検出状況 から 、 道路跡側 溝 に 伴 う 護岸用の 杭列跡と考 えら れ る 。 こ れ に 伴 う 、 しがら み等

は検出さ れ な かっ たが、 杭間の 側 溝壁面が小さく 階段状 に く ぼむ箇所も 一部 でみら れ た こと か

ら 、 あ る いは板材等を並べて 、 そ れを杭によっ て おさ え る 構造であっ た 可能性も 考えら れ る 。

次 に 道路跡の 変遷との 関連 につい て は 、 各杭跡の 埋土が地山 土 に非常に類似し てい た ため 、 そ

の確認がA2 期の 掘り下 げ後 であっ た こと から 、 どの 杭列が どの 時期 に伴うの かは確認 で き な

かっ た 。 し かし 、 両側 溝とも 路面側の 一番 外側の 杭列の み は一番古いA1 期の 掘り下 げ後の確

認 であり、 この 時期 に 伴 う 可能性が強い 。 ま た 、 各杭跡の 重複関係を み ると 、 比較的側 溝の 中

央寄りの 杭跡の方が外側のものを切っ て い る 例が 多 い傾 向 にあ る 。 な お 、 路面 では整地 やバ ラ

ス敷等の 舗装は認めら れ な かっ た 。

S X670 A1 : 一 番古い時期 であ る ため 、 両側溝とも 路面側 でその 一部を確認 し た にす ぎな い 。

埋土 は 、 いず れも 黄灰色～暗灰黄色の 砂質シル ト であ る 。 遺物 は、 土 師器の 小破片が わ ず か に

出 土し て い る 。

S X670 A2 : この 時期 では 、 S D 671A2が底面 から北 壁 に かけ て 、 S D672A2が底面付近の

み残存し て い る 。 規模 は、 前者が下幅0.98-1.lOm 、 確認 面 から の 深さ 約0.7m 、 後 者が下幅

0. 75-0.90m 、 確認 面 からの 深さ 約0.8mを 計 る 。 断面形 は、 両側溝とも 舟底状を呈し 、 壁は

ゆ る や か に立 ち上が るが傾 斜 は比較的 急であ る 。 埋土 は 、 底面付近ではい ずれも地山 土をプロ

ック状 に 多く 含む黒色粘土 質シル ト であり、 わず か に残 るS D 671 A 2の 上層 は黄灰色を呈す る



Y=13 ,286m 

Y=13 ,289m 

／た--._ N 
X=-189 ,006m 

I 
sx 670道路跡

X=-188,997m 

。 5 m  

土層註記
I 2.SYX 黄褐色 シ ル ト 表土 ・ 盛土

A 
Il lOY H 灰 色 帖土質 シ ル ト 旧水田絣作土

A
' 

I- 4 .800m --, S 0671 
I 5 y �  灰 色 シ ル ト 馬色シ ル ト を況入
z s Y K 灰 色 シ ル ト やや砂質

I 3 5 Y K オ リ ープ黒色 帖土質 シ ル ト 灰白色火山灰を斑状に含む
4 2.SYK 黄灰色 シ ル ト 地山土を斑状に 多 く 含む

ll �- -
� 

5 2.5Yj{ 黄灰色 砂質シ ル ト 地山土を斑状に含む
, 1 6 s Y K 黒 色 帖土質 シ ル ト 地山土を多凪に混入

7 S Y 片 焦 色 帖土質 シ ル ト 灰色砂を多駄に況入

川 b 8 2.SYX 暗灰黄色 砂質シ ル ト 地山土を斑状に含む
S D672 

9 5 Y J, オ リ ー プ黒色 シ ル ト 黒色シ ル ト を混入
10 s Y K 灰 色 シ ル ト 黒色粘土質 シ ル ト を層状に含む
11 s Y H 灰 色 シ ル ト やや砂質

⇔ . c::> 

＇ S 0671 12 2.5Y'1 貿灰色 粘土質 シ ル ト 灰白色火山灰を斑状に含む

� 13 2.5YX 黄灰色 砂r.シ ル ト 地山土を斑状に含む

゜ 2 m  
14 lOY � 黒 色 帖土質シ ル ト 地山土を多且に混入

A 1 期 A2 期 B 1 期 B 2 期 15 2.SY){ 黄灰色 砂質シ ル ト 地山土を斑状に含む
16 2.SYX 暗灰黄色 砂 質 シ ル ト 地山土を斑状に含む

m a  IOYR� 灰黄渇色 砂
ffi b  2.5YX 暗灰黄色 帖土質 シ ル ト

第 1 図 遺構全体図 ・ 道路跡断面図
11] c 2.SY% 灰黄色 砂
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S D671 

゜ 3 m  
SD672 

第 2 図 道路跡杭列配置図

シルト及び 砂質シ ルトである 。 遺物 は、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出 土 しているが、 すべ

て破片で出土凪も 少な い 。

S X670 8 1 : 両側 溝とも 、 後 続する 時期のもの に 上部が壊 され ているため 、 底面から 壁の 中

頃までの確認である 。 断面形 は舟底状を呈 し 、 壁はかなりゆるやかに 立 ち 上がるため底面との

境は 明 瞭ではな い 。 規模 はS D671配が下幅0.45-0.60m 、 確認 面からの 深 さ 約 0 .6m 、 S D

672B 1が下幅0.40-0.60m 、 確認 面からの 深 さ 約0.7mを計る 。 埋土 は 、 前者が オ リ ー プ黒色

粘 土 質 シ ル ト 、 後 者が黄灰色粘 土 質 シ ル トであるが 、 い ずれも 10世紀前半に 降下し た と される

灰白色火山灰を斑状 に 含んでいる 。 遺物 は 、 土 師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 （第 3 図 5) . 蓋 （第 3

図 2) ・ 甕 • 瓶、 赤焼き 土器、 転用硯（第 3 図 1)が出土している 。

S X 670 82 : 一番 新し い時期のもので、 S D 671 8 2が現代の 攪乱に よっ て 一部が壊され てい

る 以外は 、 他の遺 構との 重複関係 は ほと ん どみられな い 。 規模 は S D 671 8 2が上 幅2.00-2.05

m 、 下 幅0.85-0.95mで、 確認 面からの 深 さ 約0.45m 、 S D 672 8 2が上幅l.90-2.02m 、 下 幅

0.65-0.80mで、 確認 面からの 深 さ 約0.5mを計る 。 断面形 は前時期のもの に 類似するが、 特

に 後 者では確認 面の 近 く の 壁でわずかな段を形 成し 、 その上部で傾斜が さら に ゆるやかになる

こ とから 、 風雨等の 自然の 作用で壁が削られ 、 上 幅が広がっ ている 可能性も ある 。 埋土 は 、 両

側 溝とも黒色 シ ル トが混入し た灰 色 シ ル トで、 8 1 期 埋土の 境付近では粘性をお ぴ、 酸化 鉄斑が

多 く みられる 。 追物 は 、 土 師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 蓋 ・ 甕 （第 3 図 3) . 瓶、 赤焼

き 土 器杯 • 高台付杯が出土している 。
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書号 槽 別 S種 遺 構· 層 位 外 面 調 霞 内 iii 闘 蟄 残 存 口 往 庇 位 呂 高 鯛 考 登”蓄令 写真図版

I 転用硯 S 0671 B , 0 ク 0 ナデ o , oナデ 庭 部 9.0 須恵呂圧を転用 R- 9 

2 須恵呂 董 S 0671 B, ． ． つま み径(2.7) Rー10

3 須恵呂 甕 S 0671 B, ． 平行叩さ ． 11 .a R - 5 2-

4 須恵召 把手 S D672B, 令 令 R -11 

s 須恵呂 杯 S 06728, ． 静止糸切り一回転ヘラケズ'I ． R - 8 

6 土師呂 杯 S 0679 1, ． 回転へ9 ケズ リ ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処糧 K 03.4) 6.8 3.8 R ー 7 2 - 2  

（単位cm)

第 3 図 道路跡側溝等出土遺物

( 2 ) 損立柱建物跡

S 8680 : 調査区北 半部で検出し た 建物跡である 。 南北 2間 、 東 西は 1間分 まで確認で き 、

さ らに 西側の調査区外に 延 び る 様相を示す。 方 向は 、 東側柱列でみる と 南北の 座標軸に ほぼ沿

っている。柱間は 、 東側柱列が北 か ら 2 .10m · 2 . 10mで総長4.20m 、 北側柱列の 1間分は 1.42

mである 。 柱 穴は 、 ほ ぼ方形で一辺32-42cm、 柱 痕跡は 径16-18cmを計る 。 遺物は 、 土師器と

須恵器の 破片がわず か に 出土している 。

S 8681 : 調査区中央付近で検出し た 建物跡で、 SB680と北側が重複するが、 直接 切 り 合

いがな い ため 新 旧 関係は不明である 。 南北 2間 、 東 西は 1間分 まで確認で き 、 さら に 西側の調

査区外に 延びる 様相を示す。 方 向は 、 東側柱列でみる と北で 8 度西に 偏している 。 柱間は 、 柱

痕跡を確認して いな いものは柱 穴の ほぼ中央で計ると 、 東側柱列が北 から l.70m · 2.00mで総

長3 .70m 、 北側柱列 と 南側柱列の 1間分は そ れ ぞれ1 .80m と 1 .65mである 。 柱 穴は 、 ほぼ円形

で径 3 8 -42cm、 柱 痕跡は 明 瞭に確認で きる 南側柱列の 2つでみる と 径約15cm を計る 。 遺物は 、

土 師器甕の 破片がわず か に 出 土している 。

S 8682 : 調査区南側で検出 し た 建物跡である 。 S 0675 · 679と 重複するが、 直接切 り 合 い

がな い ため 新 旧 関係は不明である 。 南北 2間 、 東 西は 1間分 まで確認で き 、 さ らに東側の調査

区外に 延びる 様相を示す。 方 向 は、 西側柱列でみる と北で 2 度東 に 偏 して いる 。 柱間は 、 西側

柱列が北 から l .50m · l.  55mで総長3.05mである 。 柱 穴は 、 ほ ぼ方形で一辺38-50cm、 柱 痕跡

は 径約16cmを計る 。 遺物は 、 土師器杯の 破片がわず かに 出土している 。
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(3 ) 竪穴住居跡

S I 678 : 調査 区北側で検出し た住居跡で 、 S 86 80と重複関係にあ り 、 こ れよ り 古い 。 規

模は南北 3.95mで 、 東 西は 西半部が調査 区外にかかる ため 不明である 。 遺 物は 、 土 師器甕（第

4 図 6 ) が出土 し ている 。 掘り下げを 行っ ていな い ため 詳細は不明であるが 、 出土遺 物か ら 古

墳時代中期に属すると 考 えら れる 。 なお、 本住居跡と直接 関わ りはないが 、 調査 区内からは地

山と 考 え た第 皿 層中か ら 同時期の土 師器（第 4 図1 - 4)が 数点出土し ている 。 こ れについ て

は 、 本 住居跡 や近接する他の調査地 点で検出さ れた竪穴住居跡の埋土が 、 地 L1.J土に 極め て近く

゜
（単位cm)

書号 檀 別 召檀 遺構•屠 位 外 ill! 綱 覧 内 面 綱 望 残 打 口 餞 底 往 呂 高 鑽 考 丑U雷号 写真図版
I 土綽臼 壼 第璽層 ヨ コ ナデ亀 ハ ケ メ ． へう ケズリ ハケ メ ． ヘラ ナデ ” (10.6) 4.0 8.6 R-3 

2 土栖a 壼 高＂層 ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ チ X 4 0 R—· 13 2 -5 

3 土閏5 畳 第眉層 ヘ9 ケ ズ リ へ う ナ デ � 4 .0 体部に スス1す精 R- 4 z- 、
4 土閃臼 壼 賽 ID層 ヨ コ ナデ． ヘ ラ ケ ズ リ ヨ コ ナ デ． ヘ ラ ナ デ ％ (13 OJ 13.5 R- 2 2 ー 3
5 土緑呂 甕 S 0676 ヨ コ ナ デ ヨ つ ナテ’ 口Ii狐 (IS.SJ R-6 

6 土綽口 甕 S 1 678 ヨ コ ナデ． ヘラナデ． ヘ ラ ミ ガキ ヨ コ ナデ． へ う ケ ズ., !18.S) 8.2 2S.S R- 1 2 ー6

第 4図 出 土 遺 物
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平面ではなかなか区別がつかなかっ たこ とから 、 こ れらの出 土遺物も 同様に何らかの遺 構に伴

う 可能性や、 もし くは第 m層を 包含層とみなして そ れに 含ま れる 遠物で あるとも 考 えら れる 。

( 4 ) 溝 跡

溝跡は 6 条検出 さ れているが 、 S 067 4 · 67 6を除け ば、 他は 幅25-35cm、 深 さ1 0 cm程の 小溝

跡で ある 。

S 0674 : 調査区北 端で検出し た 東西方 向 に延びる 溝跡で ある 。 S 0673や柱 穴と重複関係

に あり 、 こ れらよ り 古い 。 規模は 、 上 幅1 .32-l.45m 、 下幅0.90-0.95m 、 深 さ 約0 .45mを 計

る 。 断面 形は 逆台形を 呈する 。 埋土は 3 層 に分け ら れ 、 1 層が 黒褐色 シ ル ト 、 2 層が 地山土を

プロ ッ ク状に多量 に含む黒褐色 粘土質シ ル ト 、 3 層が 灰黄褐色 砂で ある 。 遺物は 、 土師器杯 ・

甕、 須恵 器杯・蓋 ． 甕の ほか 羽口が出土して いる 。 この うち土師器については 、 す べて製作の

際に ロ ク ロを使用しないもので ある 。時代は出 土遺物か らみて 、 大 き く 奈良時代 に属する と 考

えら れる 。

S 0676: 調査区 南半部で検出し た東西 方向に延びる 溝跡で ある 。 規模は 、 上 幅1 .15-1 .28

m 、 下幅0.28-0.32m 、 深さ 約0.3mを 計る 。 断面 形は 、 壁の 立ち上がりが ゆるやかな V字状

を 呈する 。 埋土は2 層に分け ら れ、 い ずれも 黒褐色 シ ル トで あるが 、 下層 には 黄褐色砂 質 シ ル

ト等が 含ま れる 。 遠物は 、 土師器杯 ・ 甕 （第 4 図5 ) 、 須恵 器甕が出 土しているが 、 出土 風が

少ない た め 、 こ れによって時代等を 特定 する ことはできない 。

3

 

小 結

1 本調査は 、 山王 千刈田遺跡で発見 さ れ た「国守の館 」 の敷 地の北 辺を 画 する道路跡の検出

を 目的 とし たもので あっ たが 、 その道路推 定 ラ イ ン上で 東西道路跡 ( S X 67 0 ) を 確認し た 。

2 道路跡は 、 両側に側 溝 を 伴い 、 路 幅は 約 3 mで ある 。 ほぼ同位 置で 4時期(A 1期→A2期→

恥期→ 恥期）の 変遷をもつ 。ま た 、 恥期の埋土には1 0 世紀前 半 に降下し たと さ れる 灰 白色 火

山 灰が 含ま れることか ら 、 道路跡の 年 代も 9 世紀-1 0 世紀中 頃の時期が 考 えら れる 。 なお、

この年 代は出土遺物の 内 容か らみても 矛盾しない 。

3 道路跡側溝の両壁上 端沿い に 、 3時期以上の 変遷をもつ 小杭列を検出し た 。 性格としては

道路側溝の護 岸用 施 設と 考 えら れる 。

4 道路跡の 年 代 、 変遷 、 出土遺物等は 、 こ れまで他の調査 において検出 さ れている道路跡の

内 容 と ほぼ一 致する 。

5 道路跡の北側と南 側では 、 掘立柱建物跡 3 棟をは じ め数多くの 柱 穴を 確認し た 。 調査区の

幅が 狭く 、 建物の 規模までは 把握できなかっ たが 、 道路跡と方 向を同 じ にするもの ( S 8 680 

· 682)も 確認していることか ら 、 道路に面して建物が 建て ら れてい たこ とが 考 え ら れる 。
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v 山王遺跡第20次調査

1 調査方法 と 経過
今回の 発掘調査は 、 南北道路跡を検 出す るのが 主目的で あ るため 、 東西に長い 調査区 ( 4m 

X3 2 m) を設 定 した 。 調査は 平成4年 6月10日より 、 人力 による表土（現代の水 田耕作土） 剥離

よ り開始した 。 遺構検 出作業は 東側より西側 へ順次進めていった 。 調査区東側 付近では柱穴、

土琺、 溝等を検 出 し 、 プラ ン検討 後 、 一段掘り 下げを行う 。 調査区中 央付近では 、 図上で 予想

していた地 点と ほ ぼ 同位 置で南北道路跡を検 出した 。 道路跡は両側に側溝を 伴い 、 路面 幅約3

mを 計った 。 側 溝の平面 プ ラ ンの 観察結果では西側で 4時期 、 東 側では3時期の変遷が 認め ら

れた ( 6月15日 ） 。 6月17 日には 調査区内に実測図作成のため 、 国家座標を使用 した簡 易遣り

方を設 定 し 、 調査区 東側の平面図作成を開始す る 。 一方 、 並行 して 調査区西側の遺構検 出作業

も行うが 、 東側に 比べて遺構が 濃密に分 布 していた 。 追構は柱穴、 溝 、 土i広が 複雑に重複 して

お り 、 切り 合いの確認に 難行をきわめた 。 しか し 、 溝のうち小規模 なものについては 南北方 向

に比較的等 間 隔に 並ぶ ことか ら 小溝 群（ 畑跡 ） では ないかと 考 え ら れた 。 また柱穴に ついては

一辺 l mを 計 る大規模 なものもみら れた 。 道路跡については 、 調査区北 壁付近の断ち割りを行

い 側溝の土 層堆 積状況を 観察したところ 、 甚本 的に平面で確認した変遷 どおりで あることを追

認 した 。 調査区西 半では 7 月3 日 頃 まで実測図を作成 し なが ら柱穴の 組み合わ せを検討す る 。

その結果 、 総数7 棟の 建物跡を検 出した 。 建物跡の方 向は大半が座標北に ほぼ沿うもので あ る

が 、 S 8 697のみは大き く東に振れていた 。 また 、 小溝 群と 建物跡の 新旧は 、 小溝 群が 古いこ

とが判明 した 。 なお 、 古代の遺構検 出面と なってい る第 1I層中に 、 ラ ン ダム な状況で 古墳時代

中 期の土 師器が 包含さ れていた 。 7月 6 日には 調査区 内の 消掃を行い 全景・遺構 個別の 写真撮

影を行 った 。 7月 7日 、 現場か らの 器材の 撤収を行い 、 す べての 調査を 終了 した 。

2 調 査 成 果
1 .  墓本層位

本 調査区の基 本 層位は 、 第 I 層が現代の 水田 耕作 土（ 層厚20 cm前 後） 、 そ の 下 層を第 Il 層

(2.5Y8/3 淡黄色 シ ル ト）とした 。 第 Il 層 上面が 古代の遺構検出面で ある 。 調査当初 、 第 Il 層

は 無遺物 層の地 山で あ ろ うと 考 えていたが 、 調査時に ラ ン ダ ム な状況で 古代時代中 期の土師器

が出 土したため 、 遠物 包含層と判明した 。
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2. 検出遺構と遺物

( 1 ) 道 路 跡

S X690道路跡 ： 調査区の ほぼ中央付近で検出した 南北道路跡であ る 。 溝跡 、土 砿な ど と重複

しており 、 これらより 新しい 。 長さは 約4 mまで検出した 。 東西 両側に 素掘りの 側溝 (S D691 

· 6 92)をも ち 、 方向は座標 北に ほぼ沿う 。 路面には整地 、 バ ラ ス敷等の 施設は 認められなか っ

た 。 側溝は東側側溝 ( S D691 ) で 3時期( A 1 -B1 → 8 2) 、 西 側側溝 (S D 6 92) で 4時期( A 1

→知→ 8 1 → 恥）の変遷をもち 、 西から東 へと位 置を ずらし て作り 替 え て い た 。 東西 両側溝の

溝 心々 間 距離 （ 恥期）は 約4 . l m 、 検出面での 路面 幅は 約2. 6 mを 計 る 。 側溝の規模は 、 東 側

溝で幅l.3-l.4m 、 深 さ 0.45m 、 西 側溝で幅l.5-l.7m 、 深 さ 0. 45mを 計 る 。 埋土は A 1期が

褐灰色 シ ル ト 、 A 2期がに ぶい 黄色 シ ル ト 、 鉛期が 褐灰色 シ ル トで 灰 白色 火山 灰の プロ ッ クを

含む。 8 2期は上 層が 黒褐色 シ ル ト 質粘土 、 下層が 褐灰色 シ ル トであ る 。 遺 物は東西 両側溝の

ものを A i - 恥期にまとめて 以下に 記 述す る 。 A 1期では土師器杯 ・ 甕の 破片が出土してい る 。

杯 ・ 甕とも ロ ク ロ調整のものと 非 ロ ク ロ調整のもの（第 3 図8 ) とがあ る 。 A 2期は土 師 器杯

の 破片で 非 ロ ク ロ調整であ る 。 恥期は 土師器杯 ・ 甕 、 須恵 器杯 ・ 甕（第 4 図2 ) . 瓶、 赤焼

き 土器杯、 丸瓦 • 平 瓦の 破片が出 土し て い る 。 土師器杯（第 3 図9 ) ・ 甕（第 4 図1 ) はい ず

れも ロ ク ロ調整で 、 前 者の 底部は回 転糸切り 無調整であ る 。 8 2期は土 師器杯 • 高台付杯 ・ 甕、

須恵 器杯（第 3 図1 0) ・ 甕 •長頸瓶、 赤焼き土 器杯・ 丸瓦の 破片が出 土し てい る 。 土師器はい

ずれも ロ ク ロ調整であ る 。

( 2)掘立柱建物跡

S 8693 : 調査区の西 半部で検出した 建 物跡であ る 。 東西に並ぶ4間分の柱穴から推定した

もので 、 調査区北側へと延びてい る 。 重複関係から S 8 6 95より古く 、 S 0709小溝 群より 新し

ぃ。 方向は 南側柱列で み ると 座標東に ほ ぼ 沿う 。 柱間は 、 南側柱列で西より1 .8 m ・2.0m ·2間

分で 3.2m 、 総長7. 0mを 計 る 。 柱穴は30 X40cmの 不整 方形を 呈し 、 柱痕跡は1 0-20cmの 円形で

あ る 。 埋土は 焼土 • 木炭粒を 含 む褐灰色 シ ル トであ る 。 遠 物は 土師器杯 · 甕（ ロ ク ロ調整） の

破片が出土してい る 。

S 8694: 調査区の西 半部で検出した東西 2間 • 南北2間 以上の 建 物跡であ る 。 重複関係か

ら S B 6 96 · 6 97、 S 0707より古く、 S 8 6 95、 S 0709小溝 群、 S X71 1 より 新しい 。 方向は 南

側柱列で E-2· ーSであ る 。 柱痕跡と柱抜取穴は 各 1ケ所 ずつで確認し て い る 。 柱間は 南側柱

列で 総長約3.7mを 計 る 。 柱穴は一辺 50-70cmの 方形を 呈し 、 柱痕跡は 径20cmの 円形であ る 。

埋土は 木炭粒、 第 Il 層土を プロ ッ ク状に 含む褐灰色 シ ル トであ る 。 遺 物は土 師器杯 ・ 甕（ 非

ロ ク ロ調整）の 破片が出土し てい る 。
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S B695 : 調査区の 西半部 で検出し た東 西 2 間 • 南北 1 間以上の 総柱 建物跡である 。 重複関

係 からS 8693 · 694、 S D 703より も古 く 、 S 8697、S D 707より新 しい 。 建物跡 は ほ ぼ同位四

で 1度建て替えられており ( S 8695A→ S 8695 B) 、 いず れのB期柱穴 から も柱 抜取穴を確

認している 。 方 向は柱 抜取穴の 位四より想定する と E - 4° -S である 。 柱 間 は南側柱列 で総長

約5.lmを計る 。 柱穴 は 一辺l .2-l .4mの方形を呈する 。 埋土は褐灰色 シ ルト で、 柱 抜取穴に

は木炭片 、 焼土プロ ッ クが 多 簸に 含 ま れている 。 遺物 は 土 師器杯（第 3 図 1 ) ・ 甕、 須恵器杯

・ 甕の 破片が出 土している 。 土 師器杯は ロ ク ロ調 整 で、 甕は ロ ク ロ調 整 と 非ロ ク ロ調 整の もの

とがある 。 須恵器杯の 底部に は 、 回転糸切り無調 整の もの と 回転ヘラ切り→ナデ調 整の もの と

がある 。

S B696 : 詢査区の 西半部 で検出し た 建物跡である 。 東西に並ぶ 3 間分の柱 穴から推定し た

もの で、 調査区南側 へと 延 びている 。 重複関係 からS 8697より古く 、 S B694、 S D 709 、 s x

711 より新 し い 。 S 8698 · 699と は直接の 切り合いがな い ため 新 旧 関係 は不明 である 。 2 個の

柱 穴では柱 抜取穴が確認 され た 。 方 向は推定で座標東に ほぼ沿 う 。 規模 は総長約8 mを計る 。

柱 穴は0.8-1.Zmの不整方形を呈する 。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 瓶 ・ 甕、 円盤状 土 製

品（第 6 図12) 、 鉄製品（第 6 図 2 ) が出 土している 。 土師器杯に は ロ ク ロ調 整 と 非ロ ク ロ調

整の ものとがある 。 ロ ク ロ調 整の 杯は底部が回転糸切り無調 整 である 。

S B697 : 調査区の 西 半部 で検出し た東 西 2 間 • 南北 l 間以上の 総柱 建物跡 である。 重複 関

係 から Pl7より古く 、 S 8693 ·694 ·69 5 · 696、 S D706、 S X711 より新し い 。 SB698 · 699 

と は直接の 切り合いが な い ため 新 旧 関係 は 不明である 。 3 個の柱穴 では柱 抜取穴 が確認 され た。

方 向は推定 で E-21· - s となる 。 規模 は北側 柱列 で総 長約5.4mを計る 。 柱穴 は 0. 8 X l .lmの

不整方形を呈する 。 埋土 は 木炭粒 • 第 Il層 土をプロ ック状に 含む褐灰色シ ル ト である 。 遠物 は

土 師器杯 （第 3 図 2 - 5 )  ・ 甕、 須恵器杯 • 瓶（第 3 図 6 - 7 ) 、 丸瓦が出 土している 。 土師

器杯に は ロ ク ロ調 整の もの と 非ロ ク ロ調 整の もの とがあり、 前 者の 底部 は回転糸切り無調 整 で

ある 。

S 8698 : 調査区の 西半部 で検出し た 建物跡 である 。 東西に 並ぶ 3 間分の柱穴 から 推定し た

もの で、 調査区南 • 東側へと 延 びる 可能性が ある 。 重複関係 から ビッ トより古い もの と 新し い

もの とがある 。 S 8696 · 697 · 699と は直接切り合いがな い ため 新 旧 関係 は不明 である 。 方 向

は推定 でE-8゜ ー S と なる 。 規模 は北側柱列 で長さ約 4.5mを計る 。 柱穴 は径20-3 0cmの不整

方形を呈する 。 埋土 は木炭粒 ・ 焼土粒を含む褐灰色シ ル ト である 。 遺物 は土師器杯 ・ 甕、 須恵

器杯 ・ 甕、 平瓦の 破片が出 土している 。

S 8699 : 調査区の 西半部 で検出し た 建物跡である 。 東 西に 並ぶ 2 間分の柱穴 から 推定し た

もの で、 調査区南 ・ 東側 へと 延 びる 可能性がある 。 S 8696 ·697 · 698と 重複関係に あるが、
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第 4 図 出土遺物実測図 (2)

直接の 切り合いが な いため新 旧 関係 は不明 である 。 方 向は推定で E -9
°

ー S と なる 。 規模 は北

側柱列で長さ 約 3.4m を 計る 。 柱穴 は 50 X60cmの方形 を 呈し 、 柱痕跡は径 15cmの 円形 である 。

埋土は灰黄 褐色シ ル ト である 。 遺物 は出 土し てい な い 。

( 3 ) 溝 跡

溝跡 は総数17粂以上 検出している 。 ここ では主要なも のについて記述する 。

S D700 : 調査区の ほぼ中央付近S X690道路跡の東側 に 隣接して検出した 南北 溝である 。

重複関係か ら 道路東側 溝 S D 69 1 8 2期より古い 。 確認 で きる 長さ は 4 m で、 幅 l m 以上はあ

った と み ら れる 。 深さ は35cm を 計る 。 埋土は灰 掲色 シ ル ト で、 道路東側 溝 S D691A 1 期 の 埋土

と 近似している 。 遠物 は出 土してい な い 。

S D704 : 調 査 区 の 西端付近 で検出したやや東に 蛇行 する 南 北溝である 。 重複関係 か らS

D705、 S K712 · 713 よ り 新し い 。 確認 で きる 長さ は 4 m で、 幅0.6-1.0m を計る 。 埋土中に

は比較的 多 く 灰 白色火山灰 の プロ ッ ク を 含ん でいる 。 遠物 は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 （第 3 図

11) ・ 瓶 ・ 甕、 赤焼き 土器杯、 鉄製品（第 6 図 3 - 6 )が出 土している 。 土師器はい ずれも ロ

ク ロ調 整 、 須恵器杯の 底部 は回転糸切り無調 整 である 。

S D709 ( 小溝群）： 調査区の 西半部 ほぼ全域 で検出した 。 重複関 係 の ある すべての 遺 構 よ

り古い 。 本小溝群は細長 くて浅い溝が数本 、 南 北方向に 平行して並ぶも の である 。 規模 は幅

0.2-0.5m 、 深 さ O.lm を計る 。 溝と 溝の 間隔 は約1.5m である 。 埋土は Il層 起源の粒子 を 含 む
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褐灰色 シ ル トの 単層 である 。 遠物は 土師器杯 ・ 甕、 須恵 器杯の 破片がわずかに出土し て いる 。

( 4 ) そ の他の遺構

S X 710: 調査区の 東 半部 で検出した不整形の 遠構 である 。 重複関係か ら溝より 新し い 。 規

模は 東西 辺7 .7m 、 南北 辺3 m 以上で、 深 さ 0. 2mを 計る 。 底面は 凹 凸 が激し い 。 遺物は土 師器

杯 ・ 甕、 須恵 器杯 ・ 甕、 瓦の 破片と 鉄 鏃（第 6 図7) が出土し て いる 。

S X 7 1 1  : 調査区の西 半部 ほぼ中 央で検出した 遺構 である 。 重複関係 から S 8 694· 695 · 696 

· 697より 古 い。 形 態は不整 円形を 呈し 、 径約 2 mを 計る 。 遺物は土 師器甕（非ロ ク ロ調整）の

破片が出土し て いる 。

( 5 ) 基本層出土の遺物

この他に基本層の第I · II 層より 遺物 が出土し て いる 。 第 I 層 では 古墳時代 ・ 古代の土 師器、

須恵 器 ・ 赤焼き土 器 ・ 丸瓦 • 平 瓦の他に中 世以降の カ ワ ラ ケ（ 小皿） 、 近世以降の 陶 磁器がみ

られる 。 第 1I 層 からは 古墳時代 中期（南 小泉式） の 土師器（ 高杯 ・ 壺 ． 甕） が出土し て いる 。

この古墳時代の土 師器を 包含する第 Il 陪は 平面 での 層相、 遺物の出土状況からみると 河川（ 註

1)ある いは 自 然堤防（ 註2) 南側の 落ち 際に 形成 された土 層と 考 えられる 。

3
 

小 結

今回の調査は「国守の 館J の敷地 東 辺を区画 する 施 設（道路 ） の 確認を 目 的とし て実施した 。

以下、 簡略に調査成果をまとめ てみることに する 。

1 図上で推 定した ラ イ ン 上に側 溝を 伴う 路 幅約3 mの 南北道路跡を 確認した 。

2 この道路跡の側 溝は 4時期の 変遷をもち（古い順に A 1 → A2→ 8 1 → 恥期） 、 西 から 東 へ

と位 闘を ずらし て作り替 え ている こと が判明した 。

3 道路跡の年代につ い ては 、 固期に10世紀前 半に 降下した 灰 白 色火山 灰を 含ん でいる ことや

出土した 迫物の 特徴より 、 これま で多賀城周 辺で検出 される道路跡と 同様な9世紀-10世紀

中頃の年代 が考えられる 。

4 道路跡の 東側に隣接し て検出した S D7 00は 、埋土の 類似性から道路側 溝 S D691 A 1 期に機

能し て い たもの で、 敷地内を区画 する 溝と 考 えられる 。

5 道路跡をは さ ん で西側と 東側 では 異なる 追構の 分布状況が認 められた 。 東側は 比較的 希薄

であるのに対し 、 西側 では 濃密に 分布し て い た 。 西側 では掘立柱建物跡 7 棟 、 小溝 群（ 畑跡）

他多数の 遺構を検出した 。 このうち 特に注目すべきは 、 l m 四方の規模の 柱 穴をもつ倉庫と
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考 え られる 建物跡 (S 8695 · 697)である 。 道路西側 に近接し て 建 て られ て おり、 敷地内の

建物配置を知るう えで重要な 資料とな ろう 。

6 調査区西側の 主要な遺 構の 重複関係 を 整 理する と 以下の よう になる 。

S D709→ S X711→ S 8694→ S 8696 
＼ 

、亀S B697 
S 8 69 3 →  S B695 ,,x 

※ 建物 と 直接切り合い がな い遺構

S 8698 ·S B699 ·S D704 

重複関係の ある 遠構の う ち 建物跡 につい ては 、 ロク ロ 調 整 と 非ロク ロ調 整の 土師器が混 じ

って出土する傾向 がある こ と 、 赤焼き 土器がみ られな い こ と 、 埋 土 中 に灰白 色火山灰 が含 ま

れな い こ と より、 お おむね 9 世紀代を中心とする年代を考 えて お きた い 。 また S D 704はロ

ク ロ調 整の 土師器が主体で、 これ に赤焼 き 土器 （ 註 3 ) が加 わる こ と 、 灰 白色火山灰 が埋土

中 に 含 まれ ている ことか ら 10世紀前半頃と み られる 。

7 今回検出した 道路跡 は 、 第15次 調査で検出したS X 58 0南北 道路跡の 延長線上 にあたり、

位置関係 か ら みて 「国守の 館」 の東 辺を区画する 道路と 推察される 。

〈註〉

1 相沢清利 (1990) : 「山王遺跡ー第8 次発掘調査報告書」 『多賀城市文化財調査報告書』 第22集
多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー

2 菅原弘樹他 (1991) : 山王遺跡一仙塩道路建設関係遺跡平成 2 年度発掘調査概報」 r宮城県文化財調査報
告杏』 第141集 宮城県教育委員会

3 多賀城跡 ・ 政庁跡本文編 (1982) に よ れ ば須恵系土器は10世紀前半以降に出現す る も の と 考 え ら れて い る 。

本報告害で赤焼き 土器と し た ものは、 この須恵系士器と同様の も の と み て い る 。
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写真図版 1
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3 ，，， ，，， （第 3 図 3 ) 7 須恵器 長頸瓶 （ 第 3 図 6 ) 11  ，，， 甕 （第 4 図 2 )
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VI 考 察

1 山 王千刈 田遺跡 の 調査成 果 に つ い て

1 .  遺構期 と年代

山王千刈田遺跡 は 、 山王遠跡の ほぼ中央に位 置 し 、 J R 東北本線陸前山王駅の西側 に隣接 す

る 。 本地区周 辺は過去 に緑釉 • 灰釉陶 器が多殿 に出土したとこ ろとし て知られ ていた 。

本調査で は掘 立柱建物跡 22棟、 井戸跡 2 甚、 土器埋 納遠構 1 基、 焼土遺構 1 基、 溝跡31 粂 、

土砿46 基の 他多数の 小 ピ ッ トを検出した 。 これらの遺構 は整地 層を 介在し て複雑に重複し てい

たが 、 碁本的 に古い 順にA 1 期 → A 2 期 → 飢 期 一 恥 期の 4 期の 変遷を確認した 。

ふ 期 は南北 ・ 東西方 向の 小溝 群（ 畑跡 ） が つ く られ る時期で 、 9 世紀前 半代と 考 えられ る 。

A 2 期 は掘立柱建物跡 、 焼土遺構 、 溝跡 からな る 。 建物跡 につい て は 、 い く つ かの重複関係

が 認められ 、 2 �3 小期 に細分され る 。 規模 は後続す る B 1 期のもの に 比ぺ小規模であ る 。 方

向は北で 東 に振れ るものや 、 座標北 に ほ ぼ 沿 うものな どがあり規則性は認め られない 。 年代は

9 世紀後半代と 考 え られ る 。

恥 期 は掘 立柱建物跡 、 土 器埋 納遺構 、 井戸跡 からな る 。 建物跡3 棟は北で8 度 東 に振れ る

方 向性をも つことや 、 柱筋を 揃 え て建 てられ て い ること から 、 この 3 棟は計画的 に配置され た

同時期の建物跡と みられ る 。 このう ち S B474建物跡 は桁 行9間 、 梁 行4間の 四面廂付東西 棟

建物跡で 、 同位置で 3回の 建 て 替 えが 認め られ てい る 。 土 器埋 納遠構 は S B474建物跡の南側

に隣接し て検出され た。 方面 形は不整方 形を 呈 し 、 長軸1 .4m 、 短軸0.6m 、 深さ 20 cmを 計 る 。

掘り方 内 には、 土 師器、 赤焼き土 器杯等が 265点以上埋 納され てい た 。 井戸跡の 井戸枠は 、 大

木を 半載し それをくりぬい て合わ せた構 造をも つものであ る 。 井戸底から は多旦の 木製品（ 斎

串、 立体人形等）が出土し てい る 。 年代は10世紀前 半と 考 え られ る 。

恥 期 は掘 立柱建物跡 、 溝跡 から な る 。 掘 立柱建物跡 は B 1 期 に比べ小規模 かつ 、 若干東 に

振 れ る 特徴をもっ てい る 。 年代は1 0世紀中 頃と 考 えられ る 。

2. 検出遺構の性格と意義

本調査 におい て4 期の遺構の 変遷が 把握され たが 、 この中で 特に注目され るの は 8 1 期 段階

の遺構 群であ る 。

この 期 には S B474四面廂 付掘 立柱建物が み られ 、 その西側 にS 8478 ·48 0掘 立柱建物と 井

戸が 配され てい る 。 い ずれも整地地業（ 第N階） を 行った 後に構 築されたもので 、 S B474 は
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東西棟 、 他の 2棟 が南北棟で、 建物 方向 を揃え ている こ と か ら 、 こ れ ら は一定の規格に 基 づい

て計 画的に 配醤さ れた 建物群と考 え ら れる 。 このう ち 、 S B474は四面に廂 を持つ大規模な 建

物である が、 こ う いった 四 面 廂付建物 は こ れ までの 長年に わたる 多賀城跡 内外の調査で も 数例

検出さ れているにす ぎな い 。 すな わ ち 、 多賀城跡 内では政庁正殿跡の ほ かに は六月坂地区で 2

棟み ら れる だ けで あ り 、 城外では館前遺跡の SB02 建物跡 が唯一の 例で ある 。 い ずれの 場合も

重要な 施設の 中 心 建物である こと か ら考 える と 、 この地区に も 何 ら かの 重要施設が置かれてお

り 、 SB4'/4は 、 その中 心 建物 であった と み て 差 し 支えな い もの と 思わ れる 。 本例と 同様 に 城

外に 位置する 館前遺跡の 場合、 四 面 廂付建物 を中 心とする 6棟の 建物群は国司ク ラ スの 館跡 と

考 え ら れてお り 、 本地区の 性格 を考 察する 上で も 注 目さ れる 見 解で あ ろう 。

と こ ろで 鉛期の 建物 群の 方 向 は 当 教育委員会が実施した 第 4 · 8 次調査で検出 している s x

382東西 道路の 方向 に一致 し 、 SB474はその推定 延長線の北約50m に 位置 し ている 。 この 道路

は幅が約12m あ り 、 多賀城外郭南辺築地に 平行 し て約 5 町南 を東西に 走る もので、 当時の 主要

な 道路と考え ら れる ものである 。 した がっ て 、 こ れ らの 建物 群は多賀城の 南 辺 を甚準と した地

割内の 一郭に 整 然と 建 て ら れていた 可能性が渇い 。

次に 出 土遺物 か ら みる と 、 本地区 か ら は比較的 多 品の 施釉陶器 ・ 中国産陶磁器が出 土 し てい

る 。 灰 釉陶器 ・ 緑釉陶器が歴的に こ れ ほ ど ま と まっ て出 土 した 例は 多賀城内で も ま だ み ら れな

ぃ 。 灰 釉陶器に は内面に 金泥が付箸した もの が含 ま れ てお り 、 緑釉陶器に は三足盤な どの 希少

な 器種 も ある 。 また 、 中 国産陶磁器につい て も 多賀城内 か らの 出 土 自体 が き わめ て 少な い遺物

で ある が、 本地区では青磁水注、 褐 釉陶器水i主など も み ら れ象徴的である 。 以上の よう に 施釉

陶器 ・中 国産陶磁器の 資料 か ら みる と 、 この地区が奢1多製品 を 豊富に 使用 し ていた 場で あった

こと を窺い 知る こ と がで きる 。 また 、 墨書土 器の 中に は 「厨」 と 記さ れた もの があ り 、 本地区

の 性格の 一端 を 示 し ていると考え ら れる 。

さ らに 、 建物 群に は井戸が付随 し てお り 、 その 中 か ら 櫛や下駄などの 生活用品 、 斎串 ・ 人形

な どの 祭祀具、 食料残滓と み ら れる 桃の 種子等が出 土 した が、 こ れ ら はいず れ も 、 こ こ が 日 常

の 生活の 場で あった こと を物 語る遺物であ ろ う 。

以上 に 述べた こ と を総合的に考 察 し 、 さ ら に この地区が多賀城外で ある こと を考 感する と 、

今回の調査地は 多賀城と 密接に 関 わる 場で あ り 、 そ れは 実務官街地域 と いうよ り は 、 むしろ国

司の ような 高級官僚の 生活の 場、 すな わ ち 「館」 の中 心部 分 と 理解するの が妥当と考え ら れる 。

さ らに 、SB474c 柱穴掘 り 方埋土 か ら 出 土 した木簡 は 、 本 建物跡の性格 を示す 好資料とな り

うる ものである 。 本木簡の 解釈に つい て は別稿の 平川氏の 報文の と お りである 。 陸奥国と 右大

臣との 間に や り と り があった こと を示す もの で、 当 国側でその 任に あたったのは 「国守J で あ

る と い う 。
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今回の 調査で発見されたS 8 47 4 四面廂付建物跡を中 心とす る建物跡及び 井戸跡等の遺構は

国司の館を構成す るものと 考 えられ ることは 先に 詳し く述べたが 、 木簡の解釈によって 、 さ ら

に 『国守の館 j であ る 可能性が き わ めて 高 くなった 。

これまでの30年間に わた る発掘 調査によって 古代の多賀城 については 数多 くの 事実が明 らか

にされて きたが 、 「国守の館 」 や古代末か ら 中世にか けての 「多賀国府 」 がど こ にあったのか

という 2 点が 、 未だ解明されていない大 きな間 題点として 残されていた 。 今回 r 国守の館 』跡

と みられ る中 心部分が検出されたことは多賀城を め ぐ る年 来の課題の 一つに解決の 糸口を 得た

ことにな る 。

全 国的に みて 古代の 「 国府 」 が発掘 調査によって解明されてい る 例はい くつか 挙げることが

で き る 。 しかし 、 「国守の館 」 が発見された 例は 未だに 皆無であ る 。 今回 、 陸奥国の多賀城で

『国守の館 』 跡が発見された ことは 、 ひとり多賀城の解明に 役立つの みな ら ず、 古代日本の 国

府のあり方を 究明す る上でも 極めて大 きな 意義を 持つものであ る 。

2 多 賀城周 辺 （ 国府域） の 調査成 果 に つ い て

多賀城周 辺の発掘 調査は当市教育委員会により昭和54年の館前遺跡か ら 本 格的に 開始され 、

その 後の 継続的な 調査によってい わ ゆ る 国府域の 様相が明 らか になりつつあ る 。 こ こでは 、 山

王干刈田遺跡（第9 · 1 8次 調査） に関連す る山王遠跡 内で発見された道路跡を中 心に 検討し 、

「国守の館 」 全体の 範囲を明 らかにして みたい 。

は じ めに 、 山王遺跡におけ る古代の遺構の変遷 · 様相に ついて 八幡地 区（ 註1 )を 例にとっ

て み ると次のよ うにな る 。

奈良時代の遺構は小規模な建物跡 や竪穴住居跡 • 井戸跡が発見され てい るが 、 い ずれも その

数は 少な く 散在的であ る 。 しか し 、 「コ 」 の 字 に 巡 る 溝 や柱列も検出されて きており 、 地割り

の存 在の 可能性もあ る 。

平安時代の前 半は道路をは じ め都市 計画的な整 備が 行 われ 、 遺構も 増加す る 。 道路 によ る方

格地割り内には掘 立柱建物跡 、 井戸跡 、 畑跡などが 配置されており 、 宅地 内 におけ る土地 利用

のあり方が 具体的 に把握で き るようになって きて い る 。

平 安時代の 後半にな ると遺構が 激滅 し 、 地割りそのものも 崩壊してい く。

次 に「国守の館 J の存 続期間に相当す る 平 安時代前 半の 様相について 、 道路跡を中 心にさ ら

に 詳し く述ぺる こと にす る 。

これまで多賀城周辺（ 主 に 山 王遺跡）で発見されてい る道路跡は 、 南北道路が9本、 東西道
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路が 6 本を数える （第 2図参照）。 その広が り は、 多賀城外郭南辺築地から南に 7町、 政庁中

軸線から西に9町まで及んでいる。 （註2) 。 道路に伴う施設と し ては、 側溝、 橋、 路面の舗装

（整地 ・ バ ラ ス敷）などが確認されている。 規模は幅12m の も のと、 幅3-4m の も のとがあ

り 、 各道路間の距離は約1町 (109m ) を計る も のが多い。 方向は多賀城政庁中軸線 （ほぼ真

北） に沿うものと、 外郭南辺 （北ーr -s· ー東）の も のとがある。 道路側溝埋土に は1 0世紀前

半に降下 し た灰 白 色火山灰が認め ら れ、 これを挟んで 3 -4時期の変遷が確認されている。 道

路 に係る祭祀と し ては、 山王遺跡東町浦地区 （第 4次調査）で土器集積遠構 、 山王遺跡東町浦

（第 8 次調査） ・ 八幡地区で土器埋納遺構 （第 2図ア～ク 地点）が検出されて い る。 前者は万

燈会などの仏数行事、 後者は道路建設に伴う地鎮と考え られている。

このような道路跡の状況 か ら 、 多賀城周辺 （南面一帯）には外郭南辺築地 か ら 約 5町南の位

置に築地の方位を範と し た幹線道路 （幅12mの東西道路）が通 っており 、 その周辺には東西 ・

南北の道路による方格地割りがなされていた。 そ し て こ の方格地割 り 内 には階層ごとの住み分

けがあったよ う で、 幅12m道路 に面 し た区 割 り では「国守の館」 （山王千刈田遺跡）や庭園遺

構 （山王遺跡多賀前地区 B 区）など重要な施設が検出されている。 一方、 12m道路 か ら 離れた

区割 り （山王遺跡八幡地区 ・ 多賀前地区C 区）では小規模な建物、 井戸 、 畑で構成されて いる。

前者は上級官人の館、 後者は下級官人あるいは一般庶民の居住地と考え ら れる。

さて、 以上の こ と を 踏 ま え なが ら 「国守の館」と推定された山王千刈田遺跡 （第9 · 18次調

査）の範囲を道路との関係でみて い く と、 西は第 13次調査 ( h ) 、 東は第15 · 20次調査 ( g )

で検出 し た道路で区画され、 北は第19次調査 ( I ) 、 そ し て南は幅12m の東西道路 ( m) で区

画されていることがわかる。 このこと か ら 「国守の館」は幅12m の主要道路 に 面 し た方格地割

り 内 に位置し 、 1町を基調と し た敷地を有 し て い たと考えられるのである。

〈註〉

1 菅原弘樹 (1992) : 「山王遺跡一仙塩道路建設関係遠跡平成 3 年度調査概報」 『宮城県文化財調査報告害』

第147集 宮城県教育委員会

2 応橋栄一 (1992) : 「山王遺跡 ・ 多賀前地区」 『平成 4 年度宮城県発掘覇査遺跡発表会 • 発表要旨』
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と
な
っ
た。

「
右
大
臣」
は
太
政
官
の
長
官

で
左
大
臣
に

つ
ぐ
重
職

で
あ
る。

文
字
ど
お
り
餞
別
の

こ
と
で、

「
餞」
は

「
餞」

を
「
新
撰
字
鏡
J

(
わ

が
国
現
存
最
古

の
字
書、
八
九
二
年
選
述 、
九
0
0
年
増
補）
に
よ

れ
ば 、

（
う
ま
の
は

な
む
け）
」

と
訓
ん
で
い
る。
し
た
が
っ
て、

「
馬
乃
鼻
牟
介

の
た
め
の
馬
の
こ
と
で
あ
る。

「
餞
馬」
は
餞
別

「
収
文」
は
通
常、
諸
国
の
頁
納

物
に
対

す
る

中
央
の
役
所
の
受
取
状
の

こ
と
と
し
て
用
い
て
い
る。

全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は 、
次
の
三
通
り

の
解
釈

が
成
り

立
ち
得

る
で
あ
ろ

r
?o
 陸

奥
守
に
任
命
さ

れ
た
者

が
陸
奥
国
下
向
に
先

立
っ
て
右
大
臣
に
挨
拶

を

行
い、
そ
こ

で
右
大
臣
か

ら
餞
別
の
馬

を
送

ら
れ
た。

〈
参
考〉
「
日
本
紀
略
j

天
元
三
年
（
九
八
O)

七
月
二
十
五
日
粂

太
政
大
臣
二
於
職
曹
司
[
i―
出
羽
守
源
致
遠
赴
任ー
有
I―
和
歌一

当
時、
陸
奥
国
の
按
察
使
は
大
納
言
ま

で
は
兼
任

し
て
い
る
が、
右
大
臣

に
昇
進
す
る
と、
按
察
使
の
職

を
辞
す
る
の
が
常

で
あ
っ
た。
そ
こ

で
陸
奥
国

②
 

守
は、
東

北
地
方
の
最
高
行
政
官

“
按
察
使”

が
右
大
臣
に
昇
進
す
る
に
あ
た

っ
て
餞
別

と
し

て
陸
奥
国
の
最
高
の
贈
り

物
・

馬
を
進
上
し

た
と
考
え
ら
れ
る。

も
ち
ろ
ん、
按
察
使
は
在
京

し
て
い
る
が、
陸
奥
国

を
任

地
と
す
る
建
前
か

ら



一
種
の
儀
礼
と
し
て
右
大
臣
へ

の
貢
馬

を
”

餞
（
う
ま

の
は

な
む
け）
”
と
表

現
し
た
の
で
あ
ろ
う。
陸
奥
国
守
か
ら
餞
別

の
馬
が
都

の
右
大
臣
家

に
送
ら

れ

そ
の
収
文
（
受
取
状）
が
陸
奥
国
司
宛

に
送

付
さ

れ
た
と
考
え
ら

れ、
そ

の
一

連
の
文
書
（
送

る
際
に

付
せ
ら

れ
る
陸
奥
国
司
解
文

の
案
文
等）

に
題
箋

を
付

し
て
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

③

②
の
場
合

の
陸
奥
国

に
お
い
て、
右
大
臣
へ
の
餞
馬

を
国
内

か
ら

調
達

し

た
際
の
受
取
状
を
保
管
し
て
い
た
も
の
で
は

な
い
か。

こ
れ
ら
三
点

の
う
ち、
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
が
最

も
可
能
性
が
高
い
か
は、
以

下
若
千

の
考
察

を
加

え
て
み
よ
う。

収
文

の
用
例

‘ー，a
 
,．'』-、

『
三
代
実録
」
元
慶
五
年
四
月
二
八
日
粂

先
レ
是 °
去
年
四
月
八
日 。
大
膳
史
生
矢
田

部
氏
永°
奸
私
作
二
諸
司
収
文
i

o

倫
二
取
淡
路
国
塩
代
米
五
十
料
余—

。
自
レ
此
奸
二
作
備
前
讃
岐
等
米
収
文一

之
事
発
露 。
出
納
諸
司
坐
二
此
事
二
下
レ
獄
者
衆 。
（
下
略）

(b) 

「
延
喜
主
計
式
j

凡
畿
内
諸
国
所
レ
進

調
銭。
勘
二
定

調
帳一
之
日。
具録
二
銭
数
―

°
移
二

送
穀
倉
院一
令
t

納 。
其
収
文
待
二
従
レ
官
下一
勘
会 °

(c) 

「
延
喜
主
計
式
j

凡
鋳
銭
司
所
レ
進
年
料
銭。
随
二
所
進
数―

°
且
附—ー
綱
丁ー
収
二
収
文＿

o

至
――
十
年
終
云p
t
進――
惣
帳—

o
勘
会
巳
詑
乃
与ーー
返
抄ー

0

(d) 

「
延
喜
主
計
式
j

凡
諸
国
貢

調
並
雑

物
綱
丁
等。

若
失ーー
諸
司
収
文一
有
レ
申
レ
官
者。
官
先

令
二
所
司
勘一
之 。
即
加――
外
題―

。
経
レ
省
下
レ
寮 。
更
写ーー
前
収
文
i

o

具
注――
其
由

i
o

允
属
共
署 °
捺
二
寮
印工
与
之 °

ま
ず
四
例
す
べ
て
「
収
文」
が
諸
国
か
ら

の
貢
進

物
に
対

し
て
中
央
の
諸
司

が
発

す
る
受
取
状
の
意
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る。
た
と
え
ば、
固
は
大
膳
史

生
矢
田

部
氏
永
が、
諸
司

の
収
文

を
奸
作
し
淡
路
国
米
五
十
斜
余

を
倫
取

し
た

こ
と
が
発
党

し、
追
求

の
結
果
さ
ら
に
備
前
讃
岐
等
の
収
文

を
も
奸
作
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら

か
と
な
り、
出
納
諸
司
官
が

こ
れ
に
坐
し
て
下
獄
す
る
事
件

で

あ
る。
そ

の
点
は
次

の
例
も
同
様

で
あ
ろ
う。

「
類
緊
三
代
格
j

承
和
十
年
三
月
十
五
日
太
政
官
符

調
庸
並
雑
交
易
等

物
納
畢
之
日、
郡
司
綱
領
受――
取
諸
司
諸
家
返
抄
収
文

l

付
二

授
雑
掌ー

、
雑
掌
為

に請
1ー
返
抄―
与
二
寮
官

I

共
勘ーー
会
抄
帳ー

、
若
寸
絹

摂
米
有ーー
未
進一
者、
不
レ
与ーー
返
抄
i

o

こ
の
史
料

か
ら
は、

調
庸
並
び

に
雑
交
易
等

を
納

め
た
日
に
郡
司
が
諸
司
諸

家
よ

り
受
け
取
っ
た
の
は
返
抄
•

収
文

で
あ
り、
収
文
は
主
計
寮

に
お
い
て
返

抄
請
求

の
た
め
に
抄
帳
と
勘
会
さ

れ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る。
そ
し
て
未
進
が
あ

っ
た
場
合
は
返
抄
は
与
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る。
結
局 、
収
文

の
性
格
は、

す

で
に
俣
野
好
治
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
現
納
分

に
つ
い
て

の
仮
領
収
証
と

で
も
い
う
ぺ
き

も
の
で、
未
進
数
勘
出
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
と
い

え
る

（
「
律
令
中
央
財
政
機
構
の
特
質
に

つ
い
て
—

保
管
官
司
と
出
納
官
司

を
中
心
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「
史
林」
六
十
三
巻
六
号

以
上

の
収
文

の
用
例
か
ら
は、

①
の
場
合

の
よ
う
な

右
大
臣
家
か
ら
陸
奥
守

へ
の
餞
馬

の
収
文

と
は
理

解
し
が
た
い

で
あ
ろ
う。

右
大
臣
家
か
ら
下
向

す
る

に
ー」

一
九
八
0
年
十

一
月）

。

新
任

の
陸
奥
守
に
餞
馬

す
る

場
合、

陸
奥
守
が
収
文

を
発
す
る

こ
と
は、

収
文

の
例

が
い
ず

れ
も
中
央

の
諸
司

が
発
す
る

も
の
で
あ
っ
た
点
か
ら
し
て

も
考
え

ヽ

く
く

g

)

 

．．．．
 

さ
ら
に
陸
奥
国

府
に

お
い
て、

題
箋

を
付
け

た
収
文

を
保
管

し
て

い

た
状
態

も
説

明
し
に
く
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

「
右

大
臣
殿
餞
馬」

の
用
例

「
権
記」

長
保
二
年
(
-
O
O
O)
九

月
十
三

日
条

（
左
大
臣）

奏
文
並
宣
旨

等
注
二
目

録
―

。
退

出
詣――
左
府
―

。
下
二
宣
旨―

。
帰
宅。

U

左
大
臣
殷）

出
羽

守
義
理
朝
臣

所
レ
送
密
状
並
貢
馬

解
文

等。

彼
息
男
為
義
持
来 。
左

大
殿

貢
馬
六
疋

解
文

在
レ
別。
（
ド

略）

出
羽
守
が
都

の
左

大
臣
殿

に
貢
馬

し
た
史
料

で
あ
る

が、
こ
の
「
左

大
（
臣）

「
右

大
臣
殿
餞
馬」

は
①

殿
貢
馬
六
疋

解
文」

と
い
う
表
記

を
参
照

す
れ
ば、

の
右

大
臣
殿
か
ら

の
餞
馬

の
意

で
は
な

く 、

②
③

の
右

大
臣
殿
に

対
す
る
餞
馬

と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う。
た
だ
し、

③
は
陸
奥
国

内
か
ら

の
馬

の

調
達

で
あ
る
か
ら、

収
文

は
国
司

の
側
に

の
こ
さ
れ

る
の
は
案
文

で
あ
る

が、

こ
の
題
箋

に
は

CX)
案

と
は
な
い。

以
上

の
検
討
か
ら
は、

②
の
ケ

ー
ス

が
最

も
可
能
性

が
高

い
で
あ
ろ

う。

②

の
場
合

は
い
く
つ
か

の
付
帯
条

件
を
考
慮

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が、

こ
の
場

合
は
先
に
述
べ

た
よ

う
に
あ

く
ま
で
も
按
察

使
は
在
京

し
て
い
る

が、

陸
奥
国

51 

を
任
地

と
す

る
建
前
か
ら、

右
大
臣
昇

進
と
と
も
に
按
察
使
を
辞

す
る

こ
と
は

陸
奥
国

を
離

れ
る

行
為

と
み
て、

”
う
ま
の
は
な
む

け
II

と
い
う
名

目
の
も
と

に
貢
馬

し
た

と
理

解
す

る
の
で
あ
る。

こ
の
陸
奥
国
司
か
ら
右

大
臣
へ

の
餞
馬

は
お
そ
ら
く
陸
奥
国

の
貢
馬

の
一
形
態

と
し
て
恨
例
化

し、

そ
の
貢

進
に
対

し

て
右

大
臣
家
か
ら
収
文

が
陸
奥
国
司

に
与
え
ら
れ
た
と
想

定
す

る
こ

と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う。

な
お、

参
考

ま
で
に

大
納
言
兼
按
察

使
と
し
て、

右
大
臣

に
昇

進
し
た
人
物

を一
応
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
前
半

ま
で
の
間

で
「

公
卿

補
任」

で
み
て

み
る

と、

つ
ぎ

の
と
お
り

で
あ
る。

昌
泰

四
年
九
O-
（
右

大
臣
任、

以
ド

同
じ）

従
三
位
源
光

延
長
二
年
九
二

四

正
三
位

藤
原

定
方

承
平
三
年
九
三
三

正
三
位

藤
原
仲

平

天
慶
七
年
九

四
四

正
三
位

藤
原

実
頼

天
暦
元
年
九

四
七

従
二
位

藤
原
師
輔

正
二
位

藤
原
師
手

康
保
四
年
九
六
七

本
遺
跡
は
遺
構

・
遺
物

な
ど

の
考
古
学
的
検
討
か
ら
も
国
司

の
館

と
想

定
す

る
有
力

な
根

拠
と
な

る
し、

さ
ら
に
国

守
の
館
で

あ
る

と
い
う
可
能
性

も
提
示

で
き
る
き
わ

め
て

重
要

な
資
料

で
あ
る
と
い
え

よ
う。
ま
た、

本
遺
跡
の
年
代

は
十
世
紀
前
半

と
さ
れ
て

い
る 。

こ
の
時

期
は、

律
令

体
制

の
衰
退

と
と
も
に

地
方
政
治

が
大
き
く

変
質

を
遂

げ
る

の
で
あ
る 。
地

方
政
治

の
中
心

と
な

る
国

府
に
お
い
て

も、

し
だ
い

に
国
司

の
館

の
役
割

が
そ
の
重
要
性

を
増

し
て
く
る

時
期
で
も
あ
る 。
（
鬼
頭
清

明
「
国
司

の
館
に

つ
い
て」

「
国
立

歴
史
民
俗
博

物
館

研
究
報
告
j

第
十
巽

一
九
八
六
年）

。



＂ 高崎遺跡第 9 次調在

1 高崎遺跡 の 立地 と 環境
高崎遺跡は 、 多賀城市高崎 ・留ケ谷地区 に所 在し 、 特別史跡多賀城 廃寺跡を 取 り 巻くよ う に

位 置 して いる 。 本遺跡が 立地して いる 低丘陵は 、 松島丘陵から 派生 し たもの で、 塩釜市方面 か

ら 西へ延び 、 多賀城市北 部で沖積地に 接 している 。

本遺跡は 、 奈良 • 平安時代 か ら 近世 に か け て の複合遺跡 であり 、 これ ま でに 実施され た発掘

調査 では 、 平 安時代の掘 立柱建物跡 ・ 竪穴住居跡 や井戸跡 等が検出され た ほかに 、 弥勒地区 、

表地区 、 井戸尻地区の3 箇所で甕棺の出土 例がある 。

第 1 図 調査区位置図

2 調査 に 至 る 経緯 と 調査方法
本調査 については 、 平成4 年 6 月に地 権者の 佐藤 博氏より 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 階建 住宅の 建

築計画が提示され た た め 、 本件の 取り 扱いにつ いて当市教育委員会社会教育課が協議を行っ た 。

当 該地は 、 高崎遺跡の範囲の北東部 に位 置する こと から 、 古代の 追構の 所在が 考 えられる た め

地下遺構の 状況を 把握する必要性が 認められ た 。 住宅の建築につ いては 、 協議の結果 、 地下の

遺構 に影糊を及 ぼさない 工法がとられる こととなっ た ため 、 遺構確認調査として実施すること

になっ た。 この協隊に基 づき 、 地 権者の 承諾を得て 、 平成4 年 9 月より本調査を 開始し た 。
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調査の 方法は 、 今回の 調査対 象面積が 1 79 面と 小面積であるため 、 東西 方向に 幅約2 mの ト

レ ン チを 北側と 南側に2 本設定し 、 北側を第 1 ト レ ン チ 、 南側を第 2 ト レンチとした 。

3 調 査 成 果
〈地形と 甚本層位〉

今回の 調査 区は 、 本 遠跡が 立地する 低丘陵の 北斜面にあたり、 ゆるや かに 北西 方向に 傾斜し

ている 。

本 調査 区内の基 本 層位は 、 南 半部に盛土がされ 、 その 下層には 旧耕作土 (I 層）が20-3 0 cm

の厚さで 調査 区全域にみられる 。 1I ・ 皿 層は第 1 ト レンチのみで確認し ている 。 Il 層は 褐色土

を基 調に厚さ 約10cmを 計 り 、 皿 層は 暗褐色土を基 調とし 、 1 0-15cmの厚さで 自然堆積し ている 。

〈第 1 ト レ ン チ〉

第 1 ト レンチにおい ては 、 溝跡 9 粂、 土 拡2基 、 柱 穴多数を検出し ている 。

S D3 65は 、 ト レ ンチの 東 側におい て検出した南 北に 走る 溝であり、 第2 ト レンチにおい て

も検出し ている 。 長さは 約 8.7m 以上で 、 上 幅約 1 .4 m 、 深さ4 0 cmを 計る 。 埋土は 4 層に分 け

ら れるが 、 褐色 シ ル トを基 調とし ている 。 遺物は 、 土 師器杯 ・ 甕 、 須恵 器甕が出土し ている 。

S D3 66は 、 ト レンチの 東 側で検出した南 北に 走る 溝である 。 重複関係 か ら SK3 63 よりも 古

ぃ。 長さは 2 m 以上で 、 上 幅約 0. 8m 、 深さ 約20 cmを 計る 。 埋土は2 層 に分 けられるが 、 褐色

シ ル トを基 調とし て

いる 。 遠物は 、 土 師

器杯 ・ 甕、 須恵 器甕

が出土し ている 。

S K3 63は 、 ト レ ン

チの 東側で検出し て

おり、 重複関係から

S D366 よりも 新し

ぃ 。 平 面形は 栴円形

を 呈し 、 規模は長軸

約7 5cm、 短軸約60cm、

深さ 約10 cmを 計る 。

埋土は 、 褐色 シ ル ト

の 単層である 。 遺物

は 、 土 師器甕、 赤焼

゜
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第 1 ト レ ンチ

第 2 図 遺構配置図
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単位 ： cm ( ) は推定値

凡 種 別 笞積 遺 構 ・ 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 図面ぬ 偏 考
1 赤焼き 土臼 杯 S K363 ヽ ー 1 ロ クロナデ、 底部： 回転糸切 り ロ ク ロ ナ テ 12.8 4.7 3.6 I 
2 土 師 臼 杯 SK373 t - z ロ ク ロナデ、 庇部：回転糸切り ヘラ ミ ガキ 、 黒色処理 14.1 4.6 4. 7 z 
3 土 師 母 杯 S K373 t - l ロ ク ロナデ、 底部：回転糸切り ヘラ ミ ガキ 、 黒色処理 13.5 5.3 4.5 6 
4 赤焼 き土器 杯 S K373 ヽ ー 1 ロクロナデ、 応部： 回駈汲べ 切 り ロ ク ロ ナ デ 13.7 4.8 4.0 5 
5 土 師 器 杯 S K373 t ー l 0クロナデ、 底部：回転糸切り 庫滅 14.4 5.5 4.3 4 
6 赤焼 き土呂 杯 S K373 t ー 1 0クロナデ、 底部：回転糸切り ロ ク ロ ナ デ 12.8 4.3 '4.0 3 
7 土 師 器 甕 S K373 t - I ロクロナデ、 底部：回転糸切り 0 ク ロ ナ デ 10.8 5.0 8.2 7 内 ・ 外面油煙付着
8 土 師 器 杯 S 1 374 t - 3 0クロナデ、 甜屈叉弓1底翌i ヘ ラ ミ ガキ、 黒色処理 15.0 7.0 5.3 8 
9 土 師 器 甕 S I 374 t ー ］ 口緑部 ：ョコナデ、 体部：ハケメ ロ縁：ョコナデ、 体部：ナデ (24.0) ， 
10 土 師 器 甕 S I 374 t - 3 0クロナデ、 底 部 ： 回転糸切り 0 ク ロ ナデ 12.8 6.6 9.0 10 
)1 土 師 召 甕 S I 374 ヽ ー 3 ロクロナデ 0 ク ロ ナデ (21 .8) 

第 3 図 S K 363 · 373 · S I 37 4出土遺物
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き土 器杯が出土している 。

〈第 2 ト レ ンチ〉

第 2 ト レ ン チにおいては 、 竪穴住居跡 1 軒、 溝跡 4 粂 、 土 坑4基 、 小柱 穴を検出している 。

S I 374は 、 ト レ ン チの西側 で検出しており 、 重複関係から S 0370 · 371 、 S K36 7 · 37 2 ·  

37 3よりも 古い 。 平面形は 隅丸方形を 呈し 、 長辺 約3. 6 m 、 短辺 約3.3mを 計る 。 壁は ほ ぼ 垂直

に 立ち上がり 、 床面は 平 坦で、 カ マ ド付近に焼土がみら れる 。 周 溝は カ マ ドを 除 く 住居の 壁に

そって 巡 り 、 北西 隅か ら 住居外へ延びている 。 カ マ ドは 東壁の南 側 に付設さ れ 、 燃焼部と 煙道

部からなる 。 煙道部の現存する長さは 約0 .45mを 計る 。 堆積土は 3 層に 分 けら れるが 、 褐色 シ

ル トを基調としており 、 炭化物を 含んでいる 。 遺物は 、 カ マ ド内 や カ マ ド付近から土 師器杯 ・

甕等が 多 く出土している 。

S 0371 は 、 ト レ ン チの 西 側 で検出 し た斜め に走る 溝 である 。 重複関係から S I 37 4より 新し

く 、 S 037 0よりも 古い 。 確認 できる長 さは 約4 m で、 上 幅0 .9-l.3m 、 深 さ 約30 cmを 計る 。

埋土は4層に分 けら れ 、 第 1 層は 暗褐色 シ ル ト で、 第 2 -4 層は 褐色 シ ル トを基調としている 。

遠物は 、 土師器杯 ・ 甕 、 須恵 器杯 ・ 甕 • 瓶が出土 している 。

S K37 3 :  は 、 ト レ ン チの西側 で検出しており 、 重複関係から S l 37 4よりも 新しい 。 平面形は

不整 円形を 呈し 、 規模は 径約75cm、 深 さ 約45cmを 計る 。 埋土は 3 層に分けら れるが 、 褐色 シ ル

トを基調としている 。 遠物は 、 土 師器杯 ・ 甕 、 須恵 器杯、 赤焼き土 器杯が出土している 。

4
 

ま と め

今回の調査は 、 遺構確認調査として実施し た ため遺構の 規模や 性格等について 詳細すること

は できないが 、 成果について 以下に まと める ことにする 。

1 第1 ト レ ン チ で検出し た S D36 5·36 6 溝跡や S K363土 絋の 年 代については 、 埋土に ロ ク

口調整の土 師器や赤焼き土 器が 含ま れていることからおお むね1 0 世紀代と 考 えら れる 。

2 第 2 ト レ ン チ で検出し た S I 374住居跡の 年 代は 、 住居跡の周 溝を 灰 白色 火山灰を 含む S

K37 2土 砿によって 切ら れる こと や 住居跡 から ロ ク ロ調整の土 師器が出土 している こと から

おお むね 9 世紀後 半頃と 考 えておき たい 。 ま た 、 S D 370 · 37 1 溝跡 や S 1(373土砿の 年 代は

埋土中に ロ ク ロ調整の 土師器や 赤焼き土 器が 含ま れていることからおお むね1 0 世紀代と 考 え

ておき たい 。

3 今回の調査区は 、 多費城 廃寺跡の 東方 約 350 mに位 置してお り 、 小規模な面 積にも かか わ

ら ずこ れ だけの遺構が検出 さ れ たことは 、 多賀城 廃寺を 取 り 囲 む本遺跡の集 落の あり 方を解

明するう え で打重な 資料が得ら れたものと 考 えら れる 。
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第 2 ト レ ン チ西半部

（北東よ り ）

S 1 374住居跡 （北よ り ）

S K373土i広

土器出土状況 （西よ り ）

写真図版 1
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1 赤焼き土器杯 S K363 第 3 図 1 6 土 師 器杯 S K373 第 3 図 3

2 土 師 器 々 S K373 ,,. 2 7 ,, 甕 11 ,, 7 

3 赤焼 き 土器 I， ,, 9 6 8 ケ 杯 ,, ,, 8 
4 土 師 器 ク ,, ,, 5 ， 土 師 器甕 S l 374 第 3 図 9

5 赤焼き 土器杯 ，， ，， 4 10 ‘’ ,, ,, ，， 10 

出 土 遺 物

写真図版2
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